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2 月 18 日

2 月 21 日

3 月    4 日

3 月 14 日

3 月 20 日

4 月    7 日

4 月 18 日

4 月 26 日

5 月 16 日

上智大学にて Island Sustainability Symposium 開催

第 353 回早朝国際情勢講演会（外務省北米局長　鈴木 量博 氏）

太平洋・カリブ学生招待計画 2019（～ 2 月 1 日）

第 354 回早朝国際情勢講演会（外務事務次官　秋葉 剛男 氏）

上智大学より短期インターン生の受け入れ実施（～ 2 月 28 日）

ミクロネシア連邦観光促進ミッション（～ 2 月 17 日）

上智大学にて集中講義「世界文化遺産（ナンマトル遺跡）」（上智大学客員教授　片岡 修 氏）（～ 2 月 22 日）

第 355 回早朝国際情勢講演会（G20 サミット担当大使、前駐イスラエル国特命全権大使　冨田 浩司 氏）

College of Micronesia - FSM にてナンマトル遺跡講座（上智大学客員教授　片岡 修 氏）（～ 3 月 9 日）

サモアにて太平洋環境セミナー開催（～ 3 月 15 日）

第 356 回早朝国際情勢講演会（外務省南部アジア部長　滝崎 成樹 氏）

ミクロネシア 3 か国（パラオ・FSM・マーシャル諸島）若手リーダー招待計画（～ 4 月 15 日）

第 357 回早朝国際情勢講演会（アフリカ開発会議（TICAD）担当、国連安保理改革担当、人権担当兼国際平和

貢献担当特命全権大使　岡村 善文 氏）

ミクロネシア歴史保存官コーラー氏の招聘及び日本・カンボジア両国の世界遺産関連施設の視察（～ 5 月 5 日）

第 358 回早朝国際情勢講演会（外務省経済局審議官　飯田 圭哉 氏）
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Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
毎
年
、「
太
平
洋
・
カ
リ

ブ
記
者
招
待
計
画
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

太
平
洋
の
島
嶼
国
、
中
米
の
島
嶼
国
で
あ

る
カ
リ
ブ
諸
国
で
活
躍
し
て
い
る
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
を
招
待
す
る
企
画
で
す
。

　

日
本
と
い
う
国
を
、
そ
し
て
、
そ
こ
に

生
活
す
る
日
本
の
人
々
の
生
活
感
を
観
察

し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
を
彼
ら
の
筆
や
映

像
の
力
で
発
信
し
、
日
本
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
貰
お
う
と
い
う
試
み
で
す
。

観
光
も
し
て
貰
い
ま
す
が
、
有
識
者
と
の

懇
談
を
通
し
て
日
本
の
直
面
し
て
い
る
課

題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、「
環
境
と
防

災
」
を
主
題
と
し
て
各
地
を
視
察
し
、
避

難
対
策
、
人
命
の
救
助
策
、
行
政
の
対
応

な
ど
に
つ
い
て
相
互
の
知
見
を
確
か
め
あ

う
機
会
と
し
て
頂
き
ま
す
。

　

昨
年
の
第
４
回
の
企
画
か
ら
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
を
専
攻
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
学
生
の

参
加
を
得
て
記
事
を
書
く
現
場
の
経
験
を

学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

特 集

APIC 早朝国際情勢講演会

ザビエル留学生奨学金

若い世代の育成

APIC 役員に聞く

ズ
ム
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
を
視
野
に
入

れ
、「APIC Journalism

 Fellow
ship

」

の
賞
状
を
差
し
上
げ
、
彼
ら
の
キ
ャ
リ
ア
・

パ
ス
に
貢
献
す
る
試
み
を
組
み
込
み
ま
し

た
。
第
１
回
か
ら
の
参
加
者
数
は
21
名
に

な
り
ま
す
が
、
彼
ら
の
す
べ
て
の
記
事
が

ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
企
画
の
充
実
に
は
、
フ
ロ
イ
ド
・

タ
ケ
ウ
チ
氏
と
ド
ー
ン
・
マ
ト
ゥ
ス
女
史

の
お
二
人
の
力
添
え
を
頂
い
て
い
ま
す
。

お
二
人
と
も
日
本
在
住
の
ご
経
験
が
あ

り
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
経
験
も
深
い
方
で

す
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
詳
し
い

報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
是
非
目

を
通
し
て
下
さ
い
。

　

今
や
世
界
は
質
的
に
変
化
し
て
い
ま

す
。
多
様
性
と
共
通
性
の
交
錯
す
る
世
界

の
現
況
は
人
類
の
生
存
に
か
か
わ
る
諸
問

題
に
一
致
し
て
取
り
組
む
時
代
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
企
画
が
そ
の
一
助
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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２
０
１
９
年
１
月
17
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
東
京
に
お
い
て
、
第
３
５
４
回
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
早
朝
国
際
情
勢
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
講
師
に
は
秋
葉
剛
男 

外
務
事
務

次
官
を
お
迎
え
し
、「
２
０
１
９
年
の
日
本

外
交 

―
課
題
と
展
望
―
」
と
い
う
演
題
の

下
、
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

秋
葉
次
官
か
ら
は
、
中
間
選
挙
を
ふ
ま

え
た
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
成
果
と
そ
の
後
の

国
際
社
会
の
動
向
、
日
米
中
関
係
や
朝
鮮

半
島
情
勢
等
を
中
心
に
２
０
１
９
年
の
日

本
外
交
が
直
面
す
る
重
要
外
交
課
題
に
つ

い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
講
演
の
後
に

は
質
疑
応
答
の
時
間
が
設
け
ら
れ
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
月
１
回
（
８
月
以
外
）
開
催
さ
れ
る

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
早
朝
国
際
情
勢
講
演
会
で
は
、

外
務
省
幹
部
、
在
外
大
使
な
ど
を
講
師
と

し
て
お
迎
え
し
、
時
局
の
外
交
課
題
や
激

動
す
る
国
際
情
勢
な
ど
に
つ
い
て
講
演
が

行
わ
れ
ま
す
。
現
職
の
外
務
事
務
次
官
や

外
務
省
局
長
、
一
時
帰
国
中
や
退
官
直
後

の
大
使
か
ら
、
い
ま
実
際
に
進
行
中
の
国

際
情
勢
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
質
の
高
い
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
機
会
と
し
て
、
参

加
者
か
ら
の
評
価
は
極
め
て
高
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
本
講
演
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
維
持

会
員
の
皆
様
に
は
自
動
的
に
ご
案
内
す
る

ほ
か
、
非
会
員
で
参
加
を
ご
希
望
の
方
に

も
ご
案
内
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
誌
裏
表
紙
に
記
載
し

て
い
る
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
事
務
局
の
連
絡
先
に
ご

照
会
く
だ
さ
い
。

早朝国際情勢講演会

1982 年
1982 年
1999 年

2001 年
2002 年
2004 年
2006 年
2008 年

同年

2012 年

同年

2014 年
2015 年
2016 年
2018 年

東京大学法学部第二類卒業
外務省入省
大臣官房総務課企画官
兼大臣官房（事務次官室）
総合外交政策局国連政策課長
条約局条約課長
国際法局国際法課長
アジア大洋州局中国課長
アジア大洋州局中国・モンゴル
課長
在アメリカ合衆国日本国大使館
公使
大臣官房参事官兼北米局、
アジア大洋州局
大臣官房審議官兼北米局、
アジア大洋州局
国際法局長
総合外交政策局長
外務審議官（政務）
外務事務次官

略歴

　　　外務事務次官

秋葉 剛男 氏

過去の講師一覧（2018 年 1 月～ 2019 年 6 月）

※講演時の御役職を記載しています。

■第 343 回早朝国際情勢講演会
　日時：2018 年 1 月18 日（木）
　講師：外務事務次官　杉山 晋輔 氏
　演題：「2018 年の日本外交　―課題と展望―」

■第 344 回早朝国際情勢講演会
　日時：2018 年 2 月15 日（木）
　講師：外務省経済局審議官　飯島 俊郎 氏
　演題：「日本の経済外交の現状と展望」

■第 345 回早朝国際情勢講演会
　日時：2018 年 3 月15 日（木）
　講師：前駐フィリピン共和国特命全権大使　石川 和秀 氏
　演題：「最近のフィリピン情勢と日比関係」

■第 346 回早朝国際情勢講演会
　日時：2018 年 4 月19 日（木）
　講師：前駐サウジアラビア王国特命全権大使　奥田 紀宏 氏
　演題：「サウジアラビアの改革と日本」

■第 347 回早朝国際情勢講演会
　日時：2018 年 5 月17 日（木）
　講師：外務省地球規模課題審議官（大使）　鈴木 秀生 氏
　演題：「気候変動と SDGs に関する日本の取組」

■第 348 回早朝国際情勢講演会
　日時：2018 年 6 月 21 日（木）
　講師：外務審議官（経済）　山﨑 和之 氏
　演題：「本年のサミット並びに日本の課題」

■第 349 回早朝国際情勢講演会
　日時：2018 年 7 月19 日（木）
　講師：外務省アジア大洋州局長　金杉 憲治 氏
　演題：「最近の北東アジア情勢について」

■第 350 回早朝国際情勢講演会
　日時：2018 年 9 月 20 日（木）
　講師：前駐米特命全権大使　佐々江 賢一郎 氏
　演題：「米国勤務を終えて」

■第 351 回早朝国際情勢講演会
　日時：2018 年 10 月18 日（木）
　講師：外務省中東アフリカ局長　岡 浩 氏
　演題：「最近の中東情勢」

■第 352 回早朝国際情勢講演会
　日時：2018 年 11 月15 日（木）
　講師：内閣官房 TPP 等政府対策本部首席交渉官
　　　　梅本 和義 氏
　演題：「TPP11と日本の対外経済政策」

■第 353 回早朝国際情勢講演会
　日時：2018 年 12 月 20 日（木）
　講師：外務省北米局長　鈴木 量博 氏
　演題：「中間選挙結果を踏まえたトランプ政権」

■第 354 回早朝国際情勢講演会
　日時：2019 年 1 月17 日（木）
　講師：外務事務次官　秋葉 剛男 氏
　演題：「2019 年の日本外交　―課題と展望―」

■第 355 回早朝国際情勢講演会
　日時：2019 年 2 月 21 日（木）
　講師：G20 サミット担当大使、
　　　　前駐イスラエル国特命全権大使　冨田 浩司 氏
　演題：「イスラエルの内外情勢　―イスラエルから見た
　　　　中東情勢―」

■第 356 回早朝国際情勢講演会
　日時：2019 年 3 月 20 日（水）
　講師：外務省南部アジア部長　滝崎 成樹 氏
　演題：「最近の南部アジア情勢　その現状と課題」

■第 357 回早朝国際情勢講演会
　日時：2019 年 4 月18 日（木）
　講師：アフリカ開発会議（TICAD）担当、国連安保理改革
　　　　担当、人権担当兼国際平和貢献担当特命全権大使
　　　　岡村 善文 氏
　演題：「日本のアフリカ外交、課題と展望」

■第 358 回早朝国際情勢講演会
　日時：2019 年 5 月16 日（木）
　講師：外務省経済局審議官　飯田 圭哉 氏
　演題：「我が国の経済外交」

■第 359 回早朝国際情勢講演会
　日時：2019 年 6 月 20 日（木）
　講師：外務省研修所所長（前上海総領事）　片山 和之 氏
　演題：「上海から見た日中関係」

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
早
朝
国
際
情
勢
講
演
会

講演中の秋葉次官早朝国際情勢講演会の様子
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太平洋事業
F E B

02

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
観
光
促
進
ミ
ッ
シ
ョ
ン

エリモ知事（左から 4 番目）を表敬訪問

チュークウーマンズカウンシルにて

末永氏によるガイド

チューク州の若手リーダー達との懇談会

左から：小林氏、小巻氏、APIC 佐藤常務理事、モリ公使、蓑田氏、林氏

2/9（土） チューク州着

2/10（日）
チューク州周辺視察

チューク州若手リーダーとの夕食会

2/11（月）

チューク州庁舎にてエリモ知事と面会

チューク観光局ハシグチ理事と面会

チュークウーマンズカウンシル（CWC）訪問

エリモ知事とチューク州観光局主催歓迎夕食会

2/12（火）

チューク環礁周遊

ザビエル高校 訪問

ガーランド連邦議員主催夕食会

2/13（水）

ポンペイ州へ移動

堀江駐ミクロネシア連邦日本国大使 表敬訪問

COM-FSM 訪問

2/14（木）

マリオン・ヘンリー資源開発大臣主催朝食会

クリスチャン大統領（当時）表敬訪問

ポンペイ州副知事 表敬訪問

ナンマトル遺跡 訪問

COM-FSM デイジー学長主催夕食会

2/15（金）
離島アンツ環礁 訪問

ミダ元大統領首席補佐官主催歓迎夕食会

2/16（土）

ミクロネシア・日本友好協会主催朝食会

モリ元大統領主催昼食会

ポンペイ出発

2/17（日） 日本着

滞在中の主なスケジュール

◆ 

チ
ュ
ー
ク
州
日
本
史
跡
、
観
光
資
源
視
察

　

２
月
10
日
、
上
智
大
学
の
実
践
型
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
・
エ
ク
ス
ポ
ー

ジ
ャ
ー
ツ
ア
ー
」
の
今
後
の
発
展
を
目
的
と

し
て
、
旧
日
本
海
軍
司
令
部
史
跡
の
残
る
ト

ノ
ア
ス
島
や
、
近
年
は
観
光
地
と
し
て
人
気

を
博
し
て
い
る
ジ
ー
プ
島
等
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
現
地
在
住
で
ガ
イ
ド
歴
20
年
を
越

え
る
末
永
卓
幸
氏
の
案
内
の
下
、
史
跡
の
由

来
を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一

方
、
海
軍
司
令
部
史
跡
の
残
る
ト
ノ
ア
ス
島

で
は
、
土
地
問
題
か
ら
ス
ム
ー
ズ
な
見
学
が

難
し
い
と
い
う
課
題
も
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

夜
に
は
ケ
ン
ボ
ー
・
ミ
ダ 

チ
ュ
ー
ク
州

　APIC では、ミクロネシア地域における重点支
援国としてミクロネシア連邦への国際協力を続け
ています。今回のミッションは、持続的な産業開
発、雇用創出によって同国の社会課題を解決し、
また将来の観光促進についての示唆を得るために
実施されました。
　ミッション前半ではチューク州を訪問し、ウェ
ノ島だけでなくトノアス島、ジープ島等の周辺島
嶼の実地視察から、州要人への表敬、後半ではポ
ンペイ州での視察、連邦政府要人訪問を織り込み、
中長期的な視野に立ち、実際に社会を動かしてい
くことを念頭に日程を組みました。

　2019 年 2 月 9 日から 17 日にかけて、APIC と駐日ミクロネシア連邦大使館の共同事業としてミク
ロネシア連邦チューク州、ポンペイ州へ観光促進ミッションを派遣しました。ミッションは APIC 佐藤
昭治常務理事を団長として、ロジャー・S・モリ公使（駐日ミクロネシア連邦大使館）、小林健氏（株式
会社エイチ・アイ・エス）、蓑田秀策氏（元コールバーグ・クラビス・ロバーツ日本法人会長）、小巻和
久氏（安田不動産株式会社（当時））、林ノブオ氏（ツインツリー株式会社代表取締役）、APIC 芳賀達也
理事によって構成されました。

公
共
事
業
公
社
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
初
め
、
チ
ュ
ー
ク

州
の
発
展
を
担
う
若
手
リ
ー
ダ
ー
達
と
の
懇

談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
蓑
田
氏
か
ら
島
根
県

海
士
町
の
地
方
再
生
事
例
と
し
て
、
漁
業
加

工
に
お
け
る
Ｃ
Ａ
Ｓ
（Cells Alive System

冷
凍
：
細
胞
組
成
シ
ス
テ
ム
）
の
紹
介
が
あ

り
、
参
加
者
は
興
味
を
持
っ
て
聞
い
て
い
ま

し
た
。
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
で
は
豊
富
な
海

産
物
が
あ
り
な
が
ら
、
ブ
ラ
ン
ド
化
、
輸
出

に
漕
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
お
ら
ず
、
Ｃ

Ａ
Ｓ
の
導
入
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
問
題
が
解

決
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
も
出
ま

し
た
。
同
地
は
、
今
後
実
施
予
定
の
太
平
洋

島
嶼
国
若
手
リ
ー
ダ
ー
招
聘
計
画
の
視
察
先

と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

11
日
に
は
新
し
く
な
っ
た
チ
ュ
ー
ク
州
庁

舎
で
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
エ
リ
モ
知
事
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。
真
新
し
い
州
庁
舎
は
中
国
の

支
援
で
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
知
事
は
「
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
訪
問
団
が
こ
こ
を
訪
れ
た
初
め
て
の

客
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。
会
談
の
中
で
知
事

は
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
取
り
組
み
を
評
価
、
歓
迎
し
、

州
と
し
て
も
、
引
き
続
き
協
力
し
た
い
と
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
庁
舎
内
の
会
議
室
で
チ
ュ
ー

ク
観
光
局
マ
イ
ロ
ン
・
ハ
シ
グ
チ
理
事
に
面

会
し
ま
し
た
。
同
理
事
か
ら
は
「
チ
ュ
ー
ク

に
と
っ
て
観
光
は
大
き
な
産
業
、
ま
た
土
地

問
題
に
つ
い
て
は
観
光
局
と
し
て
も
理
解
し

て
い
る
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
は
引
き
続
き
手
を
携

え
て
い
き
た
い
」
と
い
う
趣
旨
の
コ
メ
ン
ト

が
あ
り
ま
し
た
。

　

昼
食
は
チ
ュ
ー
ク
商
工
会
議
所
の
若
手
メ

ン
バ
ー
と
共
に
し
、
社
会
課
題
に
つ
い
て
率

直
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、キ
キ
・
ス
テ
ィ
ネ
ッ
ト
氏（
チ
ュ
ー

ク
州
を
代
表
す
る
実
業
家
）
が
経
営
す
る

ホ
テ
ル
の
ト
ラ
ッ
ク
ス
ト
ッ
プ
を
視
察
し
、

チ
ュ
ー
ク
ウ
ー
マ
ン
ズ
カ
ウ
ン
シ
ル（Chuuk 

W
om

en's Council

（
Ｃ
Ｗ
Ｃ
））
を
訪
問
し

ま
し
た
。
Ｃ
Ｗ
Ｃ
本
部
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
佐
藤

常
務
理
事
が
駐
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
日
本
国
大
使

に
就
任
し
て
い
た
頃
に
無
償
支
援
と
し
て
建

設
さ
れ
た
も
の
で
、
チ
ュ
ー
ク
に
お
け
る
女

性
、
教
育
活
動
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

手
工
芸
品
の
制
作
セ
ン
タ
ー
、
簡
易
診
察
所
、

図
書
室
、
学
習
室
等
を
兼
ね
備
え
、
チ
ュ
ー
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太平洋事業

ク
社
会
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
組

織
、
施
設
で
す
。

　

同
日
夕
方
、
エ
リ
モ
知
事
と
チ
ュ
ー
ク
州

観
光
局
に
よ
る
歓
迎
夕
食
会
が
開
催
さ
れ
、

同
知
事
よ
り
駐
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
大
使
時
代
か

ら
今
に
至
る
佐
藤
常
務
理
事
の
貢
献
が
紹
介

さ
れ
、
謝
意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
日
は
、
夏
に
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る

上
智
大
学
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
・
エ
ク
ス
ポ
ー

ジ
ャ
ー
ツ
ア
ー
」
に
お
け
る
訪
問
先
調
査
の

た
め
に
、
観
光
局
の
ハ
シ
グ
チ
氏
所
有
の
ミ

ス
・
ト
ラ
ン
ス
コ
号
で
チ
ュ
ー
ク
環
礁
内
の

視
察
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、
同
地
を
訪

問
す
る
日
本
の
大
学
生
や
高
校
生
（
今
後
高

校
生
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
予
定
）
に

と
っ
て
は
豊
か
な
自
然
を
体
験
し
、
環
境
保

全
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
サ
イ
ト
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
上
智
大
学
へ
の

留
学
生
、
校
舎
改
修
等
で
支
援
を
し
て
い

る
ザ
ビ
エ
ル
高
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
高
校

ま
で
の
通
学
路
は
悪
路
で
有
名
で
し
た
が
、

所
々
で
州
政
府
に
よ
る
改
修
工
事
が
進
ん
で

お
り
、
社
会
開
発
の
進
展
を
確
認
で
き
る
機

会
と
も
な
り
ま
し
た
。
同
校
の
校
長
を
務
め

る
イ
エ
ズ
ス
会
の
ベ
ー
カ
ー
神
父
が
一
行
を

歓
迎
し
、
丁
寧
に
学
校
施
設
を
案
内
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
訪
問
団
の
中
に
は
、
初
め

て
訪
問
す
る
方
も
多
く
、
同
地
が
日
本
語
名

で
マ
ブ
チ
・
ヒ
ル
（
校
舎
に
使
用
し
て
い
る

旧
海
軍
施
設
を
馬
淵
組
〈
現
：
馬
淵
建
設
〉

が
施
工
し
た
）
と
呼
ば
れ
、
70
年
以
上
が
経

過
し
て
も
な
お
堅
牢
な
施
設
に
、
深
い
印
象

を
覚
え
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

チ
ュ
ー
ク
州
の
滞
在
最
後
と
な
る
こ
の
日

の
夜
は
、
ブ
ル
ー
・
ラ
グ
ー
ン
・
リ
ゾ
ー
ト

で
ガ
ー
ラ
ン
ド
連
邦
議
員
主
催
の
歓
迎
会
が

開
催
さ
れ
、
チ
ュ
ー
ク
州
に
お
け
る
ほ
と
ん

ど
の
要
人
が
集
ま
る
歓
迎
ぶ
り
で
し
た
。
前

日
に
続
き
、
エ
リ
モ
知
事
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。

　

13
日
、
午
前
中
に
チ
ュ
ー
ク
に
別
れ
を
告

げ
、
ポ
ン
ペ
イ
州
へ
移
動
し
ま
し
た
。
到
着

後
、
堀
江
良
一
駐
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
日
本

国
大
使
（
当
時
）
を
表
敬
訪
問
し
た
の
ち
、

同
大
使
主
催
の
歓
迎
夕
食
会
が
大
使
公
邸
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
堀
江
大
使
か
ら
参
加
者

に
対
し
て
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
活
動
の
紹
介
が
あ

り
、
ま
た
同
大
使
館
と
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
共
同
で

取
り
組
ん
で
き
た
ナ
ン
マ
ト
ル
遺
跡
保
存
活

動
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
も
モ
リ
元
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
大
統
領
を

は
じ
め
と
し
た
来
賓
か
ら
、
佐
藤
常
務
理
事

へ
の
謝
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

14
日
は
早
朝
よ
り
マ
リ
オ
ン
・
ヘ
ン
リ
ー

資
源
開
発
大
臣
主
催
の
朝
食
会
、
そ
の
後
は

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の
首
都
パ
リ
キ
ー
ル
に

て
ピ
ー
タ
ー
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
統
領
（
当

時
）
及
び
ポ
ン
ペ
イ
州
庁
舎
に
て
副
知
事
へ

の
表
敬
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。
選
挙
直
前
の

大
変
忙
し
い
時
期
で
し
た
が
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の

日
頃
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
特
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
統
領
は
、

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
建
設
を
は
じ
め
と
す
る

ナ
ン
マ
ト
ル
遺
跡
支
援
、
ま
た
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
発

行
の
ナ
ン
マ
ト
ル
遺
跡
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
大

き
な
関
心
を
寄
せ
ら
れ
、
英
語
版
だ
け
で
な

く
ポ
ン
ペ
イ
語
版
も
作
成
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
、
一
行
は
ナ
ン
マ
ト
ル
遺
跡
を
訪
問

し
、
遺
跡
の
状
況
や
課
題
に
つ
い
て
現
地

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
藤
田
氏
か
ら
ブ
リ
ー

フ
ィ
ン
グ
を
受
け
ま
し
た
。
帰
途
に
は
ケ
プ

ロ
イ
の
滝
、
キ
チ
地
区
の
社
会
開
発
に
貢
献

し
た
ヘ
ン
リ
ー
・
ナ
ン
ペ
イ
氏
の
銅
像
に
立

ち
寄
り
ま
し
た
。
ケ
プ
ロ
イ
の
滝
で
は
、
ポ

ン
ペ
イ
州
の
事
業
と
し
て
、
歩
行
通
路
、
展

望
台
等
の
観
光
施
設
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
隣
接
す
る
ナ
ン
マ
ト
ル
遺
跡
と
連
携
し

た
整
備
に
期
待
が
も
た
れ
ま
し
た
。

島
で
あ
る
ア
ン
ツ
環
礁
を
視
察
し
、
夜
に

は
ミ
ダ
元
大
統
領
首
席
補
佐
官
主
催
の
歓
迎

ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
ポ
ン

ペ
イ
の
自
然
、
温
か
い
人
々
と
触
れ
合
う
こ

と
が
出
来
た
夜
と
な
り
ま
し
た
。

　

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
視
察
最
終
日
は
早

朝
よ
り
、
ミ
ダ
氏
を
は
じ
め
と
し
た
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
・
日
本
友
好
協
会
（FSM

-Japan 

Friendship Society

）
メ
ン
バ
ー
と
朝
食
意

見
交
換
会
を
実
施
し
、
会
の
今
後
の
方
向
性

と
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
検
討
を
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

昼
は
モ
リ
元
大
統
領
主
催
で
お
別
れ
の
食

事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
モ
リ
元
大
統
領

か
ら
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
活
動
、
今
回
の
訪
問

団
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
関
係
者

の
旧
交
を
暖
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
視
察
は
、
長

期
間
に
わ
た
り
、
チ
ュ
ー
ク
州
、
ポ
ン
ペ
イ

州
に
お
け
る
ほ
と
ん
ど
の
重
要
施
設
、
要
人

を
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
国
と

今
後
の
連
携
の
方
向
性
を
検
討
に
す
る
に
あ

た
っ
て
の
大
き
な
経
験
、
幅
広
い
人
脈
を
構

築
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
し
て
も
重
点
支
援
国
と
し
て

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
へ
の
協
力
を
続
け
て
参

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
：
芳
賀
）

チューク環礁周遊

堀江駐ミクロネシア連邦日本国大使（当時）を表敬訪問

ナンマトル遺跡

パヌエロ連邦上院議員（中央）と共に COM-FSM デイジー学長（左）と共に

左：ヘンリー・ナンペイ氏の銅像／右：ケプロイの滝

クリスチャン大統領（当時）を表敬訪問

　

ま
た
、
夕
食
会
は
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
ベ
イ
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、College of M

icronesia-

FSM

（
Ｃ
Ｏ
Ｍ
‐
Ｆ
Ｓ
Ｍ
）
の
ジ
ョ
セ
フ
・

デ
イ
ジ
ー
学
長
主
催
で
開
催
さ
れ
、
モ
リ
元

大
統
領
、
カ
シ
オ
・
ミ
ダ
元
大
統
領
首
席
補

佐
官
夫
妻
も
参
加
し
ま
し
た
。
佐
藤
常
務
理

事
の
旧
知
で
あ
る
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
パ
ヌ
エ
ロ

連
邦
上
院
議
員
（
現
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
大

統
領
）
が
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
、
短
時
間
で

は
あ
り
ま
す
が
、
情
報
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

　

15
日
は
、
終
日
を
か
け
て
ポ
ン
ペ
イ
の
離
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太
平
洋
諸
国
リ
ー
ダ
ー
招
聘
計
画

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
３
か
国
若
手
リ
ー
ダ
ー
招
聘
計
画

A P R

04

4/7（日）

来日

東京観光（浅草、スカイツリー、千鳥ヶ淵の

観光）

4/8（月）

APIC ブリーフィング

JCIE 大河原理事長によるブリーフィング

東京観光（浜離宮散策）

APIC 主催歓迎夕食会

4/9（火）

外務省 清水上席専門官によるブリーフィング

江戸東京博物館 視察

JICA によるブリーフィング

4/10（水）
防災体験施設（そなエリア東京）訪問

えどがわエコセンター 訪問

4/11（木）

上智大学大学院 まくどなるど教授 訪問

ザビエル、MCT 留学生との懇親会

上智大学キャンパスツアー

太平洋諸島センター 訪問

4/12（金）

東京観光

津田塾大学髙橋学長 訪問

ラウンドテーブル 実施

4/13（土）
東京駅発、京都駅着

京都観光（三十三間堂、二条城、祇園）

4/14（日） 京都観光（金閣寺、龍安寺、錦市場）

4/15（月） 関西国際空港から離日

滞在中の主なスケジュール

太平洋事業

　

２
０
１
９
年
４
月
７
日
か
ら
15
日
ま
で
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
の
３
か
国
か
ら
女
性
の

若
手
リ
ー
ダ
ー
を
招
聘
し
、
東
京
、
京
都
に

お
い
て
様
々
な
団
体
を
訪
問
し
た
り
、
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
地
域
か
ら
日
本
へ
留
学
す
る
学
生

と
懇
談
し
た
り
す
る
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。

今
回
の
招
聘
者
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ジ
ョ
リ
ー
ン
・

ゴ
リ
ア
ク
ル
氏
（
パ
ラ
オ
）、ミ
ラ
ン
・
ロ
ヤ
ッ

ク
氏
（
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
）、テ
レ
シ
タ
・
ラ
ー

ウ
ォ
ン
氏
（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
）
の
３
名

で
す
。

◆  

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

　

到
着
翌
日
の
午
前
中
、
３
名
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

を
訪
問
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介
の
後
に
佐
藤

昭
治
常
務
理
事
よ
り
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
事
業
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
質
問
な
ど
も

交
え
な
が
ら
、
各
々
熱
心
に
話
に
耳
を
傾
け
、

島
嶼
国
と
の
関
係
を
国
際
協
力
と
い
う
側
面

か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
に
関
す
る
知

識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆  

Ｊ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
大
河
原
理
事
長
と
の
昼
食
会

　

４
月
８
日
は
、
日
本
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
）
大
河
原
昭
夫 

理
事
長
と
昼
食

を
共
に
し
、
日
本
の
政
治
や
社
会
に
関
す
る

ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受
け
ま
し
た
。
大
河
原

理
事
長
か
ら
は
国
会
や
政
党
の
仕
組
み
や
少

子
高
齢
化
な
ど
、
日
本
の
現
状
に
関
す
る
説

明
が
あ
り
、
若
手
リ
ー
ダ
ー
か
ら
は
自
国
に

お
け
る
社
会
問
題
や
課
題
点
な
ど
に
つ
い
て

話
を
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
都
市
部
に

人
口
が
集
中
す
る
こ
と
に
よ
る
住
居
不
足
の

問
題
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
情
報
を
鵜
呑
み
に
す
る

人
が
増
え
て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

◆ 

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
歓
迎
夕
食
会 

　

７
日
の
夕
方
に
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
各
国

の
大
使
や
公
使
、
招
聘
計
画
中
に
訪
問
す

る
団
体
の
方
々
と
一
緒
に
夕
食
を
囲
み
ま
し

た
。
夕
食
会
の
最
初
に
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
佐
藤
嘉

恭
理
事
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
、
フ

リ
ッ
ツ
駐
日
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
大
使
よ
り

乾
杯
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
夕
食

後
に
は
若
手
リ
ー
ダ
ー
３
名
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、
本
計
画
に
招
か
れ
た
こ

と
に
対
す
る
感
謝
や
日
本
滞
在
中
の
抱
負
な

ど
を
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
ヤ
ッ
ク
氏
と

ラ
ー
ウ
ォ
ン
氏
か
ら
は
伝
統
的
な
織
物
や
首

飾
り
、
男
性
用
の
腰
巻
き
が
贈
呈
さ
れ
、
ゴ

リ
ア
ク
ル
氏
か
ら
は
著
書
の
絵
本
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
非
常
に
貴
重
な
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

地
域
の
品
々
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
印

象
深
い
夕
食
会
と
な
り
ま
し
た
。

た
ち
も
応
募
で
き
る
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
喜
ん
で
い
た
よ
う
で

し
た
。
ま
た
、
日
本
の
自
国
に
対
す
る
熱
心

な
支
援
に
感
謝
を
し
、
訪
問
を
し
た
こ
と
で

よ
り
日
本
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

◆ 

そ
な
エ
リ
ア
東
京

　

９
日
午
前
中
は
、
防
災
学
習
体
験
の
た
め

に
そ
な
エ
リ
ア
東
京
に
足
を
運
び
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
地
震
や
津
波
か
ら
身
を
守
る
た

め
の
知
識
や
体
験
学
習
が
で
き
る
場
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。
若
手
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
職

員
の
方
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
施
設
内
を

見
学
し
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
の
地
震
を

体
験
し
た
の
ち
、
避
難
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

ゴ
リ
ア
ク
ル
氏
は
「
実
際
に
災
害
に
直
面
し

た
際
に
と
る
べ
き
行
動
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
自
国
で
も
ぜ

ひ
人
々
が
災
害
の
際
の
生
存
率
を
上
げ
る
方

法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
施
設
を
作

り
た
い
で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

◆ 

え
ど
が
わ
エ
コ
セ
ン
タ
ー

　

同
日
午
後
に
は
江
東
区
の
え
ど
が
わ
エ
コ

セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
地
球
温
暖
化
や
そ
れ

に
伴
う
気
候
変
動
、
環
境
破
壊
な
ど
の
問
題

に
対
す
る
取
り
組
み
に
関
す
る
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
江
戸
川
区
は
海
と
川
に

囲
ま
れ
る
海
抜
０
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
持
つ
場

所
で
も
あ
り
、
若
手
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
出
身

国
の
よ
う
に
海
面
上
昇
の
影
響
を
非
常
に
強

く
受
け
る
地
理
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
学
校
へ
の
出
前
授
業
や
市
民
団
体
と

の
協
力
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
人
ひ
と
り

が
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
を
強
く
持
っ
て

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
工
夫
を
し

て
い
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
質
疑
応
答

の
時
間
に
は
、ロ
ヤ
ッ
ク
氏
よ
り
「
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
共
和
国
は
沈
み
つ
つ
あ
る
国
で
あ
り
、

海
面
の
上
昇
か
ら
国
を
守
る
と
い
う
こ
と
が

夕食会での様子 京都で着物着付け体験中の若手リーダーたち。左から：ロヤック氏、ゴリアクル氏、ラーウォン氏

◆ 

外
務
省 

訪
問　

　

８
日
の
午
前
中
は
外
務
省
大
洋
州
課
の
清

水
上
席
専
門
官
と
面
会
し
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

地
域
に
お
け
る
日
本
の
外
交
や
、ジ
ェ
ン
ダ
ー

に
関
す
る
日
本
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て

同
年
３
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
国
際
女
性

会
議
（
Ｗ
Ａ
Ｗ
！
）
つ
い
て
ブ
リ
ー
フ
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
国
社
会
に
お
け
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
こ
と
と
し
て
、ロ
ヤ
ッ

ク
氏
は
「
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
で
は
女
性
は
年

齢
や
既
婚
、未
婚
に
関
係
な
く
家
族
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
対
す
る
責
任
を
持
ち
、
母
親
の
よ

う
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
ゴ
リ
ア
ク
ル
氏
は
自
身
が

最
年
少
の
州
政
府
首
席
補
佐
官
と
し
て
働
く

経
験
か
ら
、仕
事
を
す
る
上
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

か
ら
支
援
を
得
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
話

を
し
ま
し
た
。

◆  

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ 

訪
問

　

８
日
午
後
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
訪
問
し
、
若

杉
課
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
の
ち
、

奥
村
主
任
調
査
役
、
丸
山
副
調
査
役
か
ら
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
に
お
け
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
取

り
組
み
や
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
関
す

る
説
明
が
最
初
に
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

規
模
や
進
捗
状
況
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
若
手
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
自
分

えどがわエコセンターにて
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喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
環
礁
で
で

き
た
国
な
の
で
、
国
土
が
狭
く
、
海
面
が
上

昇
し
た
ら
逃
げ
場
が
な
い
の
で
す
。」
と
自
国

の
状
況
を
説
明
し
て
い
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー

の
ス
タ
ッ
フ
の
方
は
、「
環
境
問
題
は
災
害
に

も
つ
な
が
る
の
で
、
命
に
関
わ
る
大
き
な
問

題
で
も
あ
り
ま
す
ね
」
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
、

環
境
問
題
と
災
害
の
繋
が
り
に
つ
い
て
も
言

及
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
海
面
上
昇
か

ら
土
地
を
守
る
対
策
や
取
り
組
み
に
つ
い
て

熱
心
に
質
問
が
続
き
、
環
境
問
題
に
対
す
る

意
識
の
高
さ
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆ 

上
智
大
学
あ
ん
・
ま
く
ど
な
る
ど
教
授
を

訪
問 

　

10
日
は
午
前
中
に
上
智
大
学
大
学
院
地
球

環
境
学
研
究
科
の
あ
ん
・
ま
く
ど
な
る
ど
教

授
を
訪
問
し
、
日
本
の
海
女
さ
ん
に
つ
い
て

話
を
伺
い
ま
し
た
。
ゴ
ー
グ
ル
や
酸
素
ボ
ン

ベ
な
ど
の
技
術
の
発
達
に
伴
い
、
長
時
間
の

潜
水
が
可
能
に
な
る
た
び
に
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
人
々
と
と
も
に
そ
の
技
術
を
導
入
す
る
か

を
検
討
し
、
時
間
や
場
所
な
ど
の
制
限
を
か

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
資
源
を
取
り
す
ぎ
な
い

工
夫
を
し
て
き
た
と
い
う
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
技
術
の
発
達
を
安
易
に
喜
び
、

使
用
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
影
響
に
思
い

を
は
せ
、
人
と
環
境
の
関
係
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
若
手
リ
ー

ダ
ー
た
ち
も
新
た
な
気
付
き
を
得
ら
れ
た
よ

う
で
し
た
。

◆ 

ザ
ビ
エ
ル
・
Ｍ
Ｃ
Ｔ
留
学
生
と
の
交
流

　

同
日
午
後
に
は
「
ザ
ビ
エ
ル
高
校
留
学
生

奨
学
金
制
度
」
や
「
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
‐
Ｍ
Ｃ
Ｔ
留

学
生
奨
学
金
制
度
」
で
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連

邦
と
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
か
ら
上
智
大

学
に
留
学
し
て
い
る
学
生
た
ち
と
交
流
す
る

機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
国
出

身
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
「
自
分
た
ち
の
国
の

若
い
人
が
日
本
で
上
手
く
大
学
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
自
国
か
ら
日
本
へ
の
留
学
生
が
増
え
、

国
に
戻
っ
た
後
に
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
国

へ
貢
献
し
て
く
れ
る
と
良
い
で
す
ね
」
と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
学
生
に

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
し
て
も
ら
い
、
食
堂

や
図
書
館
、
教
室
な
ど
を
案
内
し
て
も
ら
っ

た
ほ
か
、
上
智
大
学
グ
ッ
ズ
な
ど
の
お
土
産

も
購
入
し
、
大
学
を
後
に
し
ま
し
た
。

◆ 
太
平
洋
諸
島
セ
ン
タ
ー 

訪
問

　

同
日
夕
方
に
は
明
治
大
学
紫
紺
館
に
あ
る

太
平
洋
諸
島
セ
ン
タ
ー
（
Ｐ
Ｉ
Ｃ
）
を
訪
問

し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｉ
Ｃ
で
は
島
嶼
国
に
対
す
る

持
続
可
能
な
経
済
発
展
を
支
援
す
る
目
的
を

掲
げ
、
貿
易
や
投
資
誘
致
、
観
光
な
ど
、
様
々

な
角
度
か
ら
交
流
を
促
進
し
よ
う
と
し
て
い

る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
若
手
リ
ー
ダ
ー

か
ら
は
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
自
国
と
の
実
現
可
能
な
連

携
に
つ
い
て
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
訪
問
後
、
ラ
ー
ウ
ォ
ン
氏
は
、「
日

本
に
太
平
洋
の
島
国
と
日
本
の
様
々
な
角
度

か
ら
の
交
流
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
よ
う
な
場
所
が
あ
る
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
自
分
の

国
の
伝
統
的
な
物
産
を
日
本
で
見
る
と
は
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
嬉
し
そ
う
に
語
っ
て

い
ま
し
た
。

◆ 

津
田
塾
大
学 

訪
問

　

11
日
に
は
津
田
塾
大
学
小
平
キ
ャ
ン
パ
ス

を
訪
れ
、
髙
橋
裕
子
学
長
を
表
敬
訪
問
し
、

昼
食
を
共
に
し
ま
し
た
。
食
事
を
す
る
中
で
、

髙
橋
学
長
か
ら
は
津
田
塾
大
学
の
歴
史
や
日

本
の
女
性
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
、
若
手
リ
ー
ダ
ー
と
島
嶼
国
の
女
性
の

自
立
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
話
題
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
和
や
か
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
食
事
の
後

に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い
、
図
書
館

内
に
あ
る
津
田
梅
子
資
料
室
を
見
学
し
た
り
、

守
屋
多
々
志
の
屏
風
絵
、「
ア
メ
リ
カ
留
学
―

津
田
梅
子
」
を
鑑
賞
し
た
り
し
ま
し
た
。

◆ 

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
の
開
催

　

11
日
午
後
に
は
、
津
田
塾
大
学
言
語
文
化

研
究
所
に
て
、「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
若
手
リ
ー

ダ
ー
を
招
い
て
」
と
題
し
て
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー

ブ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
日
本
に

お
い
て
一
般
的
に
触
れ
る
機
会
の
滅
多
に
な

い
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
の
情
報
に
つ
い
て
、

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
目
的
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
ゴ
リ
ア
ク
ル
氏
は
、
津
田
塾
大
学
が

女
子
大
学
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
学
生
へ

の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
意
識
し
な
が
ら
、

女
性
と
し
て
パ
ラ
オ
の
コ
ロ
ー
ル
州
政
府
首

席
補
佐
官
の
仕
事
を
し
て
い
る
経
験
と
若
い

女
性
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
話
さ
れ
ま
し

た
。
ラ
ー
ウ
ォ
ン
氏
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連

邦
の
ヤ
ッ
プ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
高
校
で
歴
史
の

授
業
を
担
当
し
て
い
る
経
験
か
ら
、
日
本
と

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
歴
史
に
つ
い
て
、
過
去
か

ら
現
代
ま
で
の
歴
史
的
な
繋
が
り
に
つ
い
て

発
表
を
し
ま
し
た
。
ロ
ヤ
ッ
ク
氏
は
、
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
の
伝
統
と
女
性
の
役
割
に
つ
い

て
、
カ
ヌ
ー
の
構
造
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
を
か

ら
め
な
が
ら
説
明
を
し
ま
し
た
。
津
田
塾
大

学
か
ら
は
髙
橋
学
長
、
英
文
学
科
の
教
授
、

大
学
院
生
が
参
加
し
、
質
疑
応
答
の
時
間
に

は
言
語
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
す
る
質

問
や
、
日
本
統
治
と
文
化
の
保
持
、
統
治
時

代
に
関
す
る
現
地
の
人
々
の
感
情
な
ど
様
々

な
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

◆ 

京
都
観
光 

　

土
曜
日
と
日
曜
日
に
は
京
都
に
足
を
延
ば

し
、
三
十
三
間
堂
や
二
条
城
、
金
閣
寺
、
錦

市
場
な
ど
を
散
策
し
ま
し
た
。
観
光
地
を
回

る
だ
け
で
は
な
く
、
土
曜
日
に
は
ワ
ッ
ク

ジ
ャ
パ
ン
を
訪
問
し
着
物
着
付
け
や
茶
道
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
有
限
会
社

ワ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
代
表
取
締
役
社
長
の
小
川

美
知
氏
に
は
、
設
立
の
背
景
や
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
日
本
の
文
化
や
歴
史
に
触
れ
る
機
会
を

楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

４
月
の
満
開
の
桜
の
歓
迎
を
受
け
な
が

ら
、
約
一
週
間
の
滞
在
の
中
で
、
若
手
リ
ー

ダ
ー
た
ち
は
人
と
の
出
会
い
を
通
し
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
日
本
で
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
で
得

た
経
験
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
自

国
の
中
で
活
躍
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。　
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Request for 
Quotation
‘Provision of plumbing services for 
installation of community rainwater harvesting
systems in Kapingamarangi, Federated States of Micronesia (FSM)'

The Pacific Community (SPC) would like to invite interested qualified bidders to 
submit quotations to provide plumbing services for installation of community 
rainwater harvesting systems in Kapingamarangi, Federated States of Micronesia 
(FSM), to provide support to the Readiness for El Niño (RENI) project. 

Applicants need to be available to travel and stay in Kapingamarangi for a 21 day 
period between 1st June 2019 and 31st August 2019, exact timing dependent on 
shipping schedules, Applicants need to possess required welding tools and equipment.  
All materials for the 3 community rainwater harvesting systems have already been 
purchased by the RENI project.

Applicants must have:
• Diploma in Plumbing from a trade school or successful completion of plumbing 

apprenticeship
• 3 years proven experience as a plumber
• Evidence of experience in water distribution and disposal systems in residential 

and commercial buildings, ability to handle plumbing tools and equipment, and 
physique and agility to work in tight spaces.

• Good communication and interpersonal skills

Copies of the ‘Request for Quotation’ (RFQ) can be downloaded from the website 
(http://tenders.net/dtp/spcint) under procurement notices, is available from SPC 
Office, One World Plaza, Suite 301, Kapwaresou Street, Kolonia, Pohnpei 96941, or 
can be obtained by sending email request to RENI@spc.int 
Bidders may submit their quotation to RENI@spc.int or to the SPC office in Pohnpei. 
All quotations must be received by 4.00pm, Friday 24th May 2019, to carry out 
specific tasks as outlined in the Terms of Reference (Annex 1).

By Teresita Laarwon

TOKYO, Japan --- My first trip to Japan has 
been an opportunity of a lifetime. It has given 
me the chance to see and be grateful for the 
friendship and ties that the FSM shares with 
Japan.  

I’ve been fortunate to share these exciting 
experiences with two other Micronesians, 
young women like me who are being 
introduced to Japan for the first time. My 
travel companions are Joleen Ngoriaki of 
Palau and Milañ Loeak of the Marshall 
Islands. Joleen is Chief of Staff to the Koror 
State Government. Milañ is Managing 
Director of her family’s investment company, 
Lieom N. Corp., which is developing outer 
island hotels.

We’ve been invited to Japan as part of the 
Young Micronesian Leaders Program, a 
regional initiative hosted by The Association 
for Promotion of International Cooperation. 
APIC is a private foundation, based in Tokyo, 
whose mission is the nurturing of ties between 
Japan and island nations of the Pacific and 
Caribbean.

Our trip started in Tokyo, where we got to see 
first-hand what city life was all about. City 
life that was well accompanied by the historic 
part of Japan; it’s where the new and old meet 
in perfect harmony. 

You see sky-high buildings, and then you find 
yourself standing in the middle of a public 
park with cherry blossoms everywhere. And 
to the side there is a traditional house that is 
holding a tea ceremony.

Clearly value is placed upon the future 
that Japan is steering towards but also it is 
navigated by an historical identity. Japan is 
a developed nation that values and treasures 
its history, culture, and traditions. And this 
was very evident when we visited Kyoto. 
Japan is rich in culture, tradition, as well as 
development. It is literally the best of both 
worlds, the fast and slow pace of city and 
suburban.

But this trip was not only about visiting a 
new place for the first time, it was also about 
learning, appreciating, and understanding 
cultures and friendship. Culture enabled us to 
see Japan as a nation and also as a community 
of unique people. Friendship enabled us to 
learn and appreciate the generosity of what 
has been done for our countries.

And it quickly became clear that Japan has 
done a lot for my country. During our time in 
Japan, I have met men and women who have 
helped to provide that help. 

APIC did a stellar job in putting together this 
program. Every core aspect of this trip was 
well organized and very well structured. APIC 
President Ambassador Peter Sato, Executive 
Director Ambassador Shoji Sato, and the 
whole APIC professional staff went above 
and beyond to make this trip a successful one 
for us. The hospitality and the generosity of 
all these people are beyond great. We hope to 
continue forward with such great ties with the 
APIC Program.

I know that Milañ and Joleen feel exactly as 
I do.  The people that we met, the offices and 
places we visited, and the activities were all 
planned out to fit us perfectly. Each place we 
visited, we learned something new or it had a 
significant value or impact towards each of us 
individually.

Perhaps most importantly, by being 
introduced to the best of Japan, we got to 
thinking about the best of our small islands. 
In my case, the FSM consists of small islands 
that are developing and very much rooted in 
our culture and traditions. We value our past 
because it will always serve as a reminder for 
us about who we are as a people, individually 
and collectively. Home is always a safe haven 
for us and a place that will never forget us or 
disregard us.

To think that we went to Japan to learn about 
the islands we call home.

The writer was one of three young 
Micronesian women who were recently invited 
to Japan by The Association for Promotion 
of International Cooperation as part of its 
Young Micronesian Leaders Program. She is 
a teacher at Yap Catholic School.

It took visiting Japan to learn 
this about my island home

Opinion Editorial

APIC Young Micronesian Leaders 
Program participants, from left to right, 
Milañ Loeak (Marshall Islands), Joleen 
Ngoriaki (Palau), and Teresita Laarwon 
(Yap, FSM). Photo: Moeko Kita, APIC

まくどなるど教授を訪問した際の様子PIC にて津田塾大学でのラウンドテーブル・ディスカッションの様子着物着付け体験中

今回のプログラムは複数の現地新聞で紹介されました。上の写真は、
「The Kaselehlie Press」に掲載されたラーウォン氏による体験記（左半分）
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太平洋事業　― ナンマトル遺跡特集 ―

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
歴
史
保
存
官
コ
ー
ラ
ー
氏
の
招
聘
及
び

日
本
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
両
国
の
世
界
遺
産
関
連
施
設
の
視
察

　

２
０
１
９
年
２
月
18
日
～
22
日
に
、
上
智

大
学
に
て
「
世
界
文
化
遺
産
（
ナ
ン
マ
ト
ル

遺
跡
）」
と
い
う
講
義
名
で
、
上
智
大
学
片

岡
修
客
員
教
授
に
よ
る
集
中
講
義
が
開
講
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
で
２
年
目
と
な
り
ま
す
。

同
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
が
開
講

し
て
い
る
も
う
一
つ
の
集
中
講
義
「
ア
ン

コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
遺
跡
」
と
並
び
、
世
界
遺
産

に
特
化
し
た
内
容
で
講
義
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
19
日
に
は
元
国
連
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局

長
の
松
浦
晃
一
郎
氏
に
よ
る
講
演
を
、
両
ク

ラ
ス
の
学
生
た
ち
が
共
通
講
義
と
し
て
受
講

し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
義
は
、
世
界
文
化
遺
産
と
し
て
の

ナ
ン
マ
ト
ル
遺
跡
の
重
要
性
は
も
と
よ
り
、

政
治
的
に
強
い
関
係
を
持
つ
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

の
人
と
文
化
と
歴
史
に
つ
い
て
学
び
、
異
文

化
理
解
の
礎
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
し

た
。
上
智
大
学
が
夏
に
実
施
し
て
い
る
「
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
・
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
ツ
ア
ー
」

で
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
人
た
ち
と
の
交
流
や

異
文
化
体
験
に
、
本
講
義
で
学
ん
だ
知
識
が

反
映
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
４
月
26
日
に
、
文
化
財
行
政
の
第
一

線
で
ご
活
躍
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
公
文
書
お
よ
び

文
化
・
歴
史
保
存
局
文
化
財
担
当
官
の
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ

ン
・
コ
ー
ラ
ー
（Augustine Kohler

）
氏
が
来
日
さ
れ
、

片
岡
が
同
行
し
ま
し
た
。
５
月
５
日
ま
で
の
行
程
で
、

前
半
は
日
本
、
後
半
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
世
界
遺
産
の

代
表
的
な
遺
跡
と
博
物
館
な
ど
関
連
施
設
を
視
察
し

ま
し
た
。
招
聘
は
、①
遺
跡
の
保
存
状
況
と
保
護
活
動
、

②
ガ
イ
ド
や
文
化
財
専
門
家
の
人
材
養
成
、
③
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
世
界
遺
産
の
関
係
、
④
観
光
客
と
世
界
遺

産
の
関
わ
り
、
⑤
文
化
財
行
政
の
現
状
、
⑥
博
物
館

や
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
活
用
状
況
、
⑦
遺
跡
に
お

け
る
銘
板
や
解
説
板
の
表
現
方
法
や
材
質
に
つ
い
て

の
視
察
調
査
、
⑧
両
国
と
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、
視
察
成
果
を
世
界
遺
産
ナ
ン
マ
ト
ル
遺
跡

に
有
効
利
用
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
関
西
地
区
（
奈
良
・
京
都
・
大
阪
）
で
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
奈
良
の
ユ
ネ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
文

化
セ
ン
タ
ー
で
は
森
本
晋
セ
ン
タ
ー
長
と
中
井
公
研

修
事
業
部
長
か
ら
文
化
財
関
連
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

大
阪
の
国
立
民
族
学
博
物
館
で
は
小
野
林
太
郎
先
生

と
野
嶋
洋
子
先
生
か
ら
展
示
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
、
興
福
寺
と
東
大
寺
と
平
城
京
跡
（
奈

良
）、
平
等
院
と
清
水
寺
と
金
閣
寺
（
京
都
）、
大
阪
府

立
弥
生
文
化
博
物
館
を
訪
問
し
、
遺
跡
や
博
物
館
内

　

３
月
４
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
、
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
連
邦
のCollege of M

icronesia-

FSM

（
Ｃ
Ｏ
Ｍ
‐
Ｆ
Ｓ
Ｍ
）
で
世
界
遺
産

ナ
ン
マ
ト
ル
遺
跡
講
座
が
開
講
さ
れ
ま
し

た
。
同
大
学
ハ
グ
レ
ル
ガ
ム
教
授
と
エ
ー

ム
ズ
教
授
担
当
の
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
学
」

の
合
同
授
業
で
、
計
45
名
の
学
生
が
参
加

し
ま
し
た
。
内
容
は
①
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
へ

の
人
の
広
が
り
と
巨
石
文
化
、
②
ナ
ン
マ

ト
ル
遺
跡
と
口
頭
伝
承
、
③
世
界
遺
産
登

録
へ
の
経
緯
と
今
後
の
課
題
を
テ
ー
マ
に
、

上
智
大
学
の
客
員
教
授
で
あ
る
片
岡
博
士
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
公
文
書
・
文
化
・
歴

史
保
存
局
長
の
マ
ウ
リ
シ
オ
博
士
、
同
局

歴
史
保
存
官
の
コ
ー
ラ
ー
氏
が
担
当
し
ま

し
た
。
最
終
日
に
は
受
講
生
と
一
緒
に
ナ

ン
マ
ト
ル
遺
跡
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

講
座
を
通
し
て
考
古
学
や
歴
史
に
興
味

を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
遺
跡
の
保
存
と
環

境
保
全
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
講
座
の
目
標
と
し
ま
し
た
。
本
講

座
は
、
将
来
の
文
化
財
専
門
家
育
成
の
入

り
口
と
な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
智
大
学
に
て

ナ
ン
マ
ト
ル
遺
跡

集
中
講
義
実
施

Ｃ
Ｏ
Ｍ
‐
Ｆ
Ｓ
Ｍ
に
て

ナ
ン
マ
ト
ル
遺
跡

講
座
実
施

M A R

03

F E B

02

ナンマトル遺跡
Nan Madol

ユネスコ
世界遺産 ミクロネシア連邦

（
文
責
：
上
智
大
学
客
員
教
授　

片
岡
修
）

左上：平城宮跡の復原された第一次大極殿で　　　　　　　　右上：京都の平等院鳳凰堂を背に
左下：アンコール・ワットの上智大学西参道修復現場の視察　右下：タ・プローム遺跡の巨木に浸食された遺構前で

で
の
観
光
客
の
動
線
や
設
置
さ
れ
て
い
る
銘
板
や
解

説
板
な
ど
を
観
察
し
ま
し
た
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
群
の
訪
問
で
は
、

上
智
大
学
ア
ジ
ア
人
材
養
成
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
石

澤
良
昭
先
生
の
ご
厚
意
で
、
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
修

復
工
事
長
で
20
年
も
の
間
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
群
の
研

究
と
修
築
に
従
事
さ
れ
て
い
る
三
輪
悟
先
生
、
国
際

協
力
と
人
材
養
成
の
豊
富
な
経
験
を
お
持
ち
の
丸
井

雅
子
先
生
、
環
境
学
が
ご
専
門
のLao Kim

 Leang

研

究
員
に
同
行
い
た
だ
き
、
遺
跡
だ
け
で
な
く
セ
ン
タ
ー

の
役
割
や
修
築
史
や
保
護
活
動
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
ア
ン
コ
ー

ル
地
域
遺
跡
保
護
管
理
機
構 (APSARA)

で
は
、
ア
ン

コ
ー
ル
遺
跡
保
存
局
局
長
のLy Vanna

博
士
か
ら
、

ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
群
の
保
護
管
理
な
ど
貴
重
な
話
を

お
伺
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

両
国
の
各
研
究
機
関
や
博
物
館
や
研
究
者
か
ら
歓

迎
を
受
け
、
ナ
ン
マ
ト
ル
遺
跡
に
適
用
可
能
な
多
岐
に

わ
た
る
有
益
な
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
年
、外
務
省
の
「
草
の
根
文
化
無
償
資
金
協
力
」

の
助
成
に
よ
る
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
、
ナ
ン
マ
ト

ル
遺
跡
に
建
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
の
度
の
視
察

で
得
ら
れ
た
情
報
と
経
験
を
大
い
に
反
映
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。



16 15APIC No.9 ・ July 2019APIC No.9 ・ July 2019

太平洋事業

サ
モ
ア
に
て
太
平
洋
環
境
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

２
０
１
９
年
３
月
14
日
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
と
の
共
催
で
サ

モ
ア
の
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
オ
フ
ィ
ス
に
て
環
境
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
日
本
か
ら
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
島
内
憲
評
議
員
と
、

セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
と
し
て
上
智
大
学
大
学
院
地
球
環
境
学
研

究
科
あ
ん
・
ま
く
ど
な
る
ど
教
授
が
参
加
し
、
現
地
の
青
木

伸
也
在
サ
モ
ア
日
本
国
特
命
全
権
大
使
に
も
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
司
会
進
行
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
荒
木
恵
理
事
・
事
務
局
長
が

行
い
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
、
２
０
１
５
年
７
月
に
上
智
大
学
と
共
催

で
「
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
環
境
保
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

開
催
し
て
以
来
、
環
境
セ
ミ
ナ
ー
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
パ
ラ

オ
（
２
０
１
５
年
８
月
）、
ジ
ャ
マ
イ
カ
（
２
０
１
６
年
10

月
）、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
（
２
０
１
７
年
３
月
）、
バ
ル
バ
ド

ス
（
２
０
１
７
年
９
月
）、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
ポ
ン
ペ
イ
州

（
２
０
１
８
年
３
月
）、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
（
２
０
１
８

年
８
月
）と
各
地
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。今
回
、

太
平
洋
地
域
で
は
４
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
は
、
30
名
以
上
の
環
境
に
関
心
を
有

す
る
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
く
ど
な
る
ど
教
授
の
講

義
で
は
、
気
候
変
動
の
影
響
で
日
本
で
も
み
か
ん
、
り
ん
ご
、

米
な
ど
の
作
物
に
被
害
が
出
て
い
る
こ
と
や
、
日
本
の
漁
業
、

特
に
海
女
が
い
か
に
環
境
保
全
を
図
り
な
が
ら
バ
ラ
ン
ス
を

と
っ
た
漁
業
を
営
ん
で
い
る
か
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
東
北
の
大
地
震
津
波
で
被
害
を
受
け
た
住
民
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
一
丸
と
な
っ
て
復
興
に
取
り
組
ん
で
い

る
事
例
や
、
日
本
語
の
「
魚
付
き
林
」、「
網
代
山
」、「
小
魚

影
林
」
な
ど
の
言
葉
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
江
戸
時
代
以
前

か
ら
日
本
で
は
森
林
と
漁
業
の
リ
ン
ク
が
重
要
視
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
も
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
、

漁
業
関
係
者
か
ら
「
伝
統
的
な
知
恵
の
中
に
環
境
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
る
上
で
鍵
が
あ
る
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
が
、
そ

れ
を
い
か
に
科
学
者
や
政
策
決
定
者
に
伝
え
て
活
か
し
て
い

く
べ
き
か
」
と
い
う
質
問
が
出
る
な
ど
、
お
よ
そ
30
分
に
わ

た
り
、
活
発
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

フィアメ副首相兼環境大臣（前列中央）と青木大使（前列右） まくどなるど教授によるセミナーの様子

現地の上水道施設を視察する一行太平洋気候変動センター建設現場の視察

　

サ
モ
ア
訪
問
の
機
会
に
、
青
木
大
使
に
ご
案
内
い
た
だ

き
、
政
府
要
人
の
表
敬
訪
問
も
行
い
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
翌

日
の
15
日
午
前
中
に
は
、
フ
ィ
ア
メ
・
ナ
オ
ミ
・
マ
タ
ア
フ
ァ

副
首
相
兼
環
境
大
臣
を
表
敬
訪
問
し
、
島
内
評
議
員
か
ら
前

日
の
セ
ミ
ナ
ー
の
報
告
と
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
活
動
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。
ま
く
ど
な
る
ど
教
授
か
ら
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と

上
智
大
学
の
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
環
境
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開

催
し
て
い
る
こ
と
や
上
智
大
学
に"Island Sustainability 

U
nit"

が
設
立
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
副

首
相
は
以
前
、
教
育
大
臣
に
任
命
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
こ
れ
ら
の
説
明
に
対
し
大
変
関
心
を
示
し
、
同
国
に

と
っ
て
は
、W

aste M
anagem

ent

が
最
重
要
課
題
で
あ

る
こ
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
等
を
よ
く
見
る
こ
と
な
ど
日
本

に
は
親
し
み
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
本
年
７
月
に
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
招
聘
を
予
定
し
て
い

る
シ
リ
・
エ
パ
・
ト
ゥ
イ
オ
テ
ィ
財
務
大
臣
と
オ
ス
カ
ー
・

ト
ー
マ
ス
・
マ
リ
エ
レ
ガ
オ
イ
財
務
次
官
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。
大
臣
は
来
日
し
た
際
に
は
財
務
省
幹
部
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

幹
部
へ
の
面
会
を
希
望
す
る
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
上
水
道
施

設
や
７
月
に
完
成
予
定
の
太
平
洋
気
候
変
動
セ
ン
タ
ー
の

建
設
現
場
も
視
察
し
ま
し
た
。
建
設
現
場
で
は
日
本
の
企
業

が
日
本
人
で
は
な
く
現
地
の
住
民
を
雇
用
し
て
建
設
作
業

を
進
め
て
お
り
、
現
地
の
雇
用
に
も
貢
献
し
て
い
る
様
子
が

伺
え
ま
し
た
。
ま
た
同
国
に
は
日
本
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
28

名
も
お
り
、
日
本
が
南
太
平
洋
の
サ
モ
ア
を
重
視
し
て
支
援

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。	

 

（
文
責
：
斉
藤
）

M A R

03

（サモアのアピアに
ある SPREP 本部）

SPREP とは
（太平洋地域環境計画事務局）

Secretariat of the Pacific Regional 
Environment Programme の略。
南太平洋地域での協力を促進し、環境
を保護し改善し、現在および将来の世
代のための持続可能な開発を確実にす
るために支援を提供することを目的と

して設立された
太平洋地域の主
要な国家間の環
境機関の一つ。

左から 4 番目：APIC 島内評議員、5 番目：SPREP ロジャー・コーンフォース事務局次長
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ス
タ
イ
ル
・
分
野
と
し
て
確
立
し
て
い
ま
す
。

幾
つ
も
の
派
が
あ
り
、
さ
ら
に
新
し
い
作
者
・

ス
タ
イ
ル
も
生
ま
れ
育
ち
、
総
称
し
て
英
語

で
も
ハ
イ
シ
ア
ン
（
ヘ
イ
シ
ャ
ン
）・
ア
ー

ト
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ハ
イ
チ
で
は
、
生
活
を
し
て
い
く
の
も
大

変
な
経
済
社
会
状
況
が
前
面
に
で
て
、
一

般
的
に
言
え
ば
そ
う
し
た
厳
し
い
環
境
下
で

は
、
民
芸
品
や
土
産
レ
ベ
ル
の
ア
ー
ト
・
彫

刻
・
絵
画
は
と
も
か
く
、
極
一
部
の
恵
ま
れ

APIC ウェブサイトでは、八田善明 在ハイチ日本国大使（当時）寄稿の連続コラム「ハイチ便り」を配信しております。日本で
知られることの少ないハイチ共和国の政治、社会、文化などについての情報を発信し、日・ハイチ関係の増進を目指します。
本ページでは、第 3 回「ハイチ便り」～ハイチの文化的特色（その 1）～ の内容を掲載しています。その他の「ハイチ便り」については、
こちらのページ（http://www.apic.or.jp/projects/haiti000.html）をご覧ください。

う
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
存
在
し
て
い
ま
す
（
ペ

チ
ョ
ン
・
ビ
ル
市
の
代
表
的
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
ナ
デ
ー
ル
（N

ader

）
さ
ん
に
今
回
御
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
）。

　

ス
タ
イ
ル
と
レ
ベ
ル
の
確
立
し
た
著
名
な

画
家
と
し
て
は
、
ハ
イ
チ
画
壇
初
期
の
頃
か

ら
今
ま
で
の
通
算
で
、
す
な
わ
ち
技
術
も
独

自
性
も
あ
る
画
家
は
、
こ
れ
ま
で
３
０
０
人

近
く
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

そ
の
ル
ー
ツ
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
長
い

欧
米
等
と
の
影
響
の
下
で
絵
を
描
く
こ
と

自
体
は
自
然
に
定
着
し
た
も
の
と
見
ら
れ
ま

す
。
芸
術
学
校
ら
し
き
も
の
に
つ
い
て
も
、

立
ち
上
げ
、
こ
れ
を
、
出
自
に
関
係
な
く

公
に
開
か
れ
た
芸
術
セ
ン
タ
ー
と
す
る
と
し

て
、
ハ
イ
チ
中
の
芸
術
家
・
画
家
が
集
い
、

意
見
を
交
わ
し
、
絵
を
描
く
環
境
を
整
え
ま

し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
一
つ
の
芸
術
の
流

れ
を
作
り
、
認
知
度
を
上
げ
（
特
に
ア
メ
リ

カ
や
カ
ナ
ダ
方
面
）、
い
わ
ゆ
る
ナ
イ
ー
ヴ

や
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
と
い
っ
た
一
派
と
し
て
発

展
し
て
い
く
の
に
貢
献
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
同
セ
ン
タ
ー
が
ア
メ
リ
カ

よ
り
の
発
展
を
し
た
こ
と
や
、
一
定
の
ス
タ

イ
ル
や
方
針
を
嫌
っ
て
、
比
較
的
早
く
の

１
９
５
０
年
に
は
芸
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
離
反

し
、
造
形
芸
術
会
館
（le Foyer des Arts 

Plastiques

）
を
構
成
す
る
よ
う
な
大
き
な

動
き
も
起
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
降
も
、

よ
り
自
由
に
自
分
の
ス
タ
イ
ル
と
技
術
を
深

め
て
才
能
を
伸
ば
す
画
家
も
多
く
生
ま
れ
、

近
代
的
に
発
展
し
（l'école de la Beauté

派
の
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
セ
ジ
ュ
ル
ネ
、
エ
ミ
ル

カ
ー
・
シ
ミ
リ
エ
ン
等
）、
よ
り
多
岐
に
わ

た
る
表
現
へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

芸
術
セ
ン
タ
ー
中
心
の
ナ
イ
ー
ヴ
、
プ
リ

ミ
テ
ィ
ブ
派
を
見
て
み
る
と
、
既
に
ス
タ
イ

ル
と
し
て
確
立
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
素

朴
な
人
々
の
生
活
や
自
然
等
に
題
材
を
見
い

だ
し
、
独
自
の
線
、
色
彩
や
組
み
合
わ
せ
を

用
い
た
絵
画
や
、
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
モ
チ
ー
フ
の
組
み
合
わ
せ
や
楽
園
の
想
像

ハイチ便り

ハ
イ
チ
に
は
絵
が
あ
り
ま
す
。
ハ

イ
チ
に
は
ハ
イ
チ
の
人
が
描
い

た
絵
が
あ
り
、
ま
た
、
独
自
の

ハイチ

寄稿：在ハイチ日本国大使（当時）　八田　善明

第 3 回「ハイチ便り」

図
の
様
な
絵
画
ま
で
多
く
の
表
現
が
生
み
出

さ
れ
、
技
術
的
に
こ
そ
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

素
朴
で
、
奥
行
き
も
限
ら
れ
た
タ
ッ
チ
で
す

が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
ハ
イ
チ
ら
し
い
、
と
し

て
根
強
い
フ
ァ
ン
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

■ 

ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
派
生
の
モ
チ
ー
フ

　

こ
れ
ら
と
異
な
る
ハ
イ
チ
な
ら
で
は
の
題

材
の
一
角
を
担
う
の
は
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
に
モ

チ
ー
フ
を
求
め
た
も
の
で
す
。
死
の
ロ
ア（
精

霊
）
た
る
バ
ロ
ン
・
サ
ム
デ
ィ
（
土
曜
男

爵
）
や
、
サ
イ
レ
ン
（
半
身
半
漁
）、
骸
骨
、

悪
魔
払
い
、
生
と
死
と
性
、
そ
の
他
の
精
霊

等
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
、（
我
々
か
ら
み
た

ら
）
タ
ブ
ー
の
な
い
多
く
の
絵
が
、
こ
れ
も

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
に
展
開
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
か
わ
い
い
模
様
み
た
い
な
も

の
（
ヴ
ェ
ヴ
ェ
（vévé

）
と
い
う
宗
教
的
な

象
徴
デ
ザ
イ
ン
）
を
さ
ら
に
デ
ザ
イ
ン
化
し

た
も
の
か
ら
、
か
な
り
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い

直
接
的
な
表
現
や
グ
ロ
テ
ス
ク
な
も
の
も
多

く
あ
る
の
で
、
本
格
的
に
鑑
賞
す
る
の
に
は

そ
れ
な
り
の
興
味
が
必
要
で
す
。

■ 

世
界
的
に
認
め
ら
れ
た
ハ
イ
チ
絵
画
と
ハ

イ
チ
芸
術

　

そ
う
し
た
発
展
を
見
せ
る
土
壌
で
、
フ
ラ

ン
ス
の
ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
ー
（
作
家
、
文

化
大
臣
）
が
ハ
イ
チ
を
訪
れ
た
時
、
サ
ン
・

上：絵画ギャラリー／下：街角でも売られるハイチのアートワインラベルになったハイチのアート

ソ
レ
イ
ユ
派
（Saint Soleil

）
の
絵
画
を
見

て
大
き
く
感
銘
を
受
け
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
著
名
な
画
家
の
絵
を
ラ
ベ
ル
に
す

る
こ
と
で
有
名
な
フ
ラ
ン
ス
・
ボ
ル
ド
ー

ワ
イ
ン
の
シ
ャ
ト
ー
・
ム
ー
ト
ン
・
ロ
ー
ト

シ
ル
ト
の
１
９
８
６
年
の
ラ
ベ
ル
に
、
ハ
イ

チ
画
家
で
あ
る
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
セ
ジ
ュ
ル
ネ

（Bernard Séjourné

）
が
採
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
ハ
イ
シ
ア
ン
・
ア
ー
ト
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
、
絵
画
市
場
に
よ
る
評
価
が
う

か
が
い
知
れ
ま
す
。

　

ハ
イ
シ
ア
ン
・
ア
ー
ト
は
、
日
本
で
も
幾

度
と
な
く
展
示
会
が
催
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。
日
本
で
は
、
自
然
の
風
景
や
、
木
々
と

鳥
の
組
み
合
わ
せ
の
延
長
に
あ
る
ジ
ャ
ン
グ

ル
画
等
が
人
気
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
、
絵
画
に
焦
点
を
当
て
て
概
観

を
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
ハ
イ
チ
の
芸
術
に

は
、
実
に
絵
画
だ
け
で
な
く
、
木
彫
り
、
石

細
工
等
の
彫
刻
や
独
特
な
ド
ラ
ム
缶
ア
ー

ト
、
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
・
フ
ラ
ッ
グ
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
広
が
り
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、

題
材
、色
彩
、イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
ユ
ニ
ー

ク
な
も
の
が
多
く
、
欧
米
の
人
を
魅
了
し

続
け
る
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
、
そ
し
て

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
、
国
際
的
に
も
さ
ら

に
評
価
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

（
※
写
真
は
筆
者
が
撮
影
）

（
※
本
コ
ラ
ム
の
内
容
は
、
筆
者
の
個
人
的

見
解
で
あ
り
、
所
属
す
る
機
関
の
公
式
見
解

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

た
例
外
で
も
な
け
れ
ば
職
業
的

に
絵
を
描
く
こ
と
も
、
そ
う
し

た
一
定
の
水
準
の
絵
を
生
み
出

す
こ
と
も
な
か
な
か
簡
単
で
は

な
さ
そ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
大
変
興
味
深
い

こ
と
に
、
そ
し
て
驚
く
べ
き
こ

と
に
、
ハ
イ
チ
に
は
絵
が
溢
れ

て
い
ま
す
。
都
市
部
で
は
、
街

中
の
道
路
脇
の
壁
一
面
を
埋
め

尽
く
す
よ
う
に
絵
が
か
け
ら
れ

て
販
売
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

ハ
イ
チ
絵
画
等
を
専
門
に
扱
う

本
格
的
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
幾
つ

も
あ
り
、
そ
の
中
に
は
何
百
も

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
擁
す
る
よ

独
立
以
降
の
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
あ
っ
た

と
み
ら
れ
、
時
代
と
共
に
独
自
に
発
展
し
た

画
家
が
散
発
的
に
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

■ 

芸
術
セ
ン
タ
ー
の
流
れ

　

そ
の
よ
う
な
環
境
下
、（
エ
ク
ト
ー
ル
・

イ
ッ
ポ
リ
ト
等
の
画
家
に
）
一
定
の
完
成

度
と
発
展
性
が
あ
る
と
見
初
め
た
の
は
、

１
９
４
３
年
に
ハ
イ
チ
に
渡
っ
た
米
国
の
水

彩
画
家
デ
ウ
イ
ッ
ト
・
ピ
ー
タ
ー
ズ（D

eW
itt 

Peter

）
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
彼
は
そ

の
後
、
１
９
４
４
年
に
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス

に
「
芸
術
セ
ン
タ
ー
（Centre d'Art

）」
を
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太
平
洋
・
カ
リ
ブ
学
生
招
待
計
画
２
０
１
９

J A N

01

　

本
年
度
も
２
０
１
９
年
１
月
７
日
か
ら
２
月

１
日
ま
で
の
一
か
月
間
、
太
平
洋
島
嶼
国
と

カ
リ
ブ
諸
国
の
10
か
国
か
ら
合
計
15
名
の
学

生
を
招
待
し
ま
し
た
。
招
待
学
生
た
ち
は
日

本
滞
在
中
、
上
智
大
学
の
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム

"January Session in Japanese Studies"

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
招
待
計
画
は
本
年
度
で
４
回
目
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
。
招
待
学
生
た
ち
は
上
智
大
学

に
て
、
日
本
語
を
学
ぶ
必
修
科
目
１
つ
と
、
選

択
科
目
と
し
て
「
日
本
の
企
業
と
経
済
」、「
日

本
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
と
時
事
」、「
日
本
の
教

育
」、「
現
代
の
日
本
文
化
と
社
会
」
の
４
科
目

の
う
ち
２
つ
を
各
自
選
択
し
受
講
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
に
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ

や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
日
本
の
経
済

や
文
化
、
メ
デ
ィ
ア
、
教
育
に
対
す
る
理
解
を

積
極
的
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
学
外
で
の
文
化
交
流
活
動
と
し

て
、
東
京
観
光
や
鎌
倉
視
察
、
学
生
同
士
の
座

談
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。
ほ

と
ん
ど
の
招
待
学
生
に
と
っ
て
、
今
回
が
初
め

て
の
来
日
で
あ
り
、
行
く
先
々
で
た
く
さ
ん
の

発
見
や
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
際
し
て
、
留
学
生
を

サ
ポ
ー
ト
し
、
よ
り
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
る
た
め
、
多
く
の
「
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
学
生
会
」
の

メ
ン
バ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。「
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
学
生
会
」
に
は
、

過
去
の
「
上
智
大
学 

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
・
エ
ク

ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
ツ
ア
ー
」
参
加
者
や
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

で
の
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
者
な
ど
、
大
学
の
垣

根
を
超
え
た
学
生
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
学
生
が
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
も
大
い
に
盛
り
あ
が
る
と

同
時
に
、
招
待
学
生
と
日
本
人
学
生
の
間
に
強

い
絆
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
過
去
に
本
招
待
計
画
に
参
加
し
た
学

生
の
う
ち
、
３
名
の
学
生
が
現
在
「
国
費
外
国

人
留
学
生
」
と
し
て
日
本
の
大
学
院
で
学
ん
で

大学名 学生の出身国・地域

University of the South Pacific フィジー共和国、ソロモン諸島

College of the Marshall Islands マーシャル諸島共和国

College of Micronesia - FSM ミクロネシア連邦

Palau Community College パラオ共和国

University of the West Indies
(Mona Campus) ジャマイカ

University of the West Indies 
(Cave Hill Campus) バルバドス、スリナム

University of the West Indies
(St. Augustine Campus) トリニダード・トバゴ

University of the West Indies 
(Open Campus)

トリニダード・トバゴ、セントビ
ンセント及びグレナディーン諸島

今回参加した学生の出身地域・大学

い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
院
進
学
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
の
学
校
等
で
外
国
語
教
育
や
国
際
交
流
の

た
め
に
働
く
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
本
事

業
を
き
っ
か
け
に
、
新
た
な
挑
戦
の
場
と
し
て

日
本
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
学
生

の
数
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

◆  

東
京
観
光

　

12
日
に
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
企
画
す
る
週
末
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
、
招
待
学
生
た
ち

は
東
京
観
光
に
行
き
ま
し
た
。
当
日
は
天
気
が

す
ぐ
れ
ず
、
厳
し
い
冷
え
込
み
と
な
り
ま
し
た

が
、
予
定
し
て
い
た
活
動
や
訪
問
は
す
べ
て
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
上
野
公
園
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

招
待
学
生
た
ち
は
来
日
後
の
初
め
て
の
週
末
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
日
ご
ろ
の
勉
強
か
ら
は
少

し
距
離
を
置
き
、
の
ん
び
り
と
し
た
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち
は「
忙

し
く
な
い
日
本
」
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
動
物

園
や
出
店
を
巡
り
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
へ
と
移
動
し
、

展
望
台
に
上
り
ま
し
た
。
天
気
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
展
望
台
か
ら
の
景
色
は
素
晴
ら

し
く
、
み
な
感
嘆
の
声
を
漏
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
日
最
後
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と

な
っ
た
の
が
、
食
品
サ
ン
プ
ル
の
製
作
体
験
で

す
。
参
加
者
た
ち
は
「
蝋
」
を
使
う
伝
統
的
な

手
法
で
レ
タ
ス
や
て
ん
ぷ
ら
の
盛
り
合
わ
せ
を

再
現
し
ま
し
た
。
来
日
以
来
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で

見
か
け
る
食
品
サ
ン
プ
ル
を
写
真
に
収
め
る
学

生
が
多
く
、
そ
の
技
術
を
体
験
で
き
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
み
な
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
ま
た
、
作
成
し
た
食
品
サ
ン
プ
ル
は
お

土
産
と
し
て
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、

良
い
思
い
出
に
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
工
房

で
は
小
さ
な
サ
イ
ズ
の
食
品
サ
ン
プ
ル
を
購
入

す
る
こ
と
も
で
き
、
母
国
の
家
族
や
友
人
に
お

土
産
と
し
て
買
う
学
生
も
多
く
い
ま
し
た
。

◆  

日
本
人
学
生
と
の
交
流
（
座
談
会
）

　

18
日
に
は
上
智
大
学
に
て
、
招
待
学
生
と
日

本
人
学
生
に
よ
る
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

招
待
学
生
、
日
本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
、
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
イ
ン
タ
ー
ン
生
合
わ
せ
て
20
名
が
５
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
一
つ
の

テ
ー
マ
（
教
育
、
経
済
、
環
境
）
に
つ
い
て
議

論
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
抱
え
る

問
題
や
そ
れ
に
対
す
る
取
り
組
み
を
共
有
し
今

後
ど
の
よ
う
な
協
力
関
係
を
築
け
る
か
議
論
し

た
後
、
そ
の
結
果
を
発
表
し
合
い
ま
し
た
。

　

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
議
論
と
発
表
が
行

わ
れ
、
学
生
同
士
の
良
い
交
流
の
場
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
発
表
の
際
に
は
、
他
の
国
の
現

状
を
聞
き
驚
く
学
生
や
自
主
的
に
手
を
挙
げ
て

質
問
を
す
る
学
生
な
ど
も
お
り
、
他
の
国
に
つ

い
て
の
発
表
に
興
味
を
持
っ
て
学
ん
で
い
る
様

子
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
の
国
に
つ
い

鎌倉にて左上・右上：食品サンプルの製作体験の学生たち　　左下・右下：座談会の様子
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西
イ
ン
ド
諸
島
大
学 

セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
校

The University of the W
est Indies (St. A

ugustine Cam
pus)

エ
イ
ダ
ン
・
ロ
バ
ー
ツ 
さ
ん

A
idan Roberts

南
太
平
洋
大
学

he University of the South Pacific

ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
コ
ナ
イ
ナ
オ 

さ
ん

Starling K
onainao

最終報告会で母国の儀式の紹介をするスターリングさん（左端）

週末のイベントに参加した日本人学生とエイダンさん（左）

ソロモン諸島
より

トリニダード・トバゴ
より 1/7（火） 来日

1/8（水）
上智大学でオリエンテー
ション／都内バスツアー

1/9（水）
～

1/11（金）
授業

1/12（土） 東京観光

1/13（日）
～

1/14（月）
休日

1/15（火）
～

1/18（金）

授業
日本人学生との交流会

1/19（土） 鎌倉視察

1/20（日） 休日

1/21（月）
～

1/24（木）
授業

1/25（金）
～

1/27（日）
休日

1/28（月）
～

1/30（水）
授業

1/31（木）
授業
APIC 主催フェアウェル・
パーティー

2/1（木） 離日

滞在中のスケジュール

て
の
情
報
を
他
の
学
生
に
知
っ
て
も
ら
う
だ
け

で
な
く
、
他
の
国
の
情
報
を
得
た
う
え
で
自
分

に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
る
良
い
機
会
に

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

◆  

鎌
倉
視
察

　

19
日
に
は
鎌
倉
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
こ
の

こ
ろ
に
は
す
で
に
招
待
学
生
と
日
本
人
学
生
の

親
交
は
深
ま
っ
て
い
て
、
学
生
同
士
の
間
に
は

活
発
な
交
流
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
は
高
徳

院
、
長
谷
寺
、
鶴
岡
八
幡
宮
、
建
長
寺
と
回
り
、

学
生
た
ち
は
鎌
倉
の
雰
囲
気
を
余
す
こ
と
な
く

堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
寺
と

神
社
の
違
い
や
歴
史
的
建
造
物
に
使
わ
れ
て
い

る
建
築
技
法
に
つ
い
て
の
話
に
は
、
多
く
の
留

プログラムに参加した 15 名の留学生のうち、
2 名の感想文を掲載しています。（APIC 和訳）参加した学生の声

　

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
を
旅
立
ち
、
日
本
へ
向
か
う
と
き
、
私

は
東
京
で
何
が
起
こ
る
か
全
く
予
想
す
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。
成
田
空
港
に
到
着
す
る
や
否
や
、
都

市
、
人
々
、
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
、
交
通
機
関
が
私
の
目

に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
毎
日
、
朝
と
午

後
に
自
分
が
地
下
鉄
を
利
用
す
る
こ
と
が
自
分
に
と
っ

て
徐
々
に
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
宿
泊
施

設
や
お
も
て
な
し
の
お
か
げ
で
す
ぐ
に
日
本
の
生
活
に

も
慣
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

上
智
大
学
は
教
室
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
、
娯
楽
室
、
公

園
な
ど
す
べ
て
が
近
く
に
位
置
し
て
お
り
、
快
適
な
学

習
環
境
を
提
供
し
て
い
る
大
学
で
し
た
。
私
が
受
講
し

た
授
業
は
「
現
代
の
日
本
文
化
と
社
会
」、「
日
本
の
教
育
」

そ
し
て
「
日
本
語
」
で
し
た
。
と
て
も
有
益
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
ば
か
り
で
、
自
身
の
西
洋
世
界
に
対
す
る
考
え
方

が
全
く
新
し
い
次
元
ま
で
広
が
り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ

活
動
で
の
交
流
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
を
通
し
、
私

た
ち
は
よ
り
刺
激
的
で
、
そ
し
て
本
格
的
な
学
習
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

文
化
の
授
業
で
は
、
水
と
環
境
管
理
の
重
要
さ
を
学

び
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
在
深
刻
な
環
境
問
題
に
直
面
し

て
い
る
母
国
の
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
と
っ
て
も
非
常
に
重

要
な
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
り
、
興
味
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
で
の
生
活
を
通
し
て
、
日
本
人

の
心
理
、
特
に
日
本
人
の
「
尊
敬
」
の
文
化
は
と
て
も

特
別
で
、
私
た
ち
の
社
会
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
教
育
学
に
関
心
が
あ
っ

た
私
に
と
っ
て
「
日
本
の
教
育
」
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は

と
て
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
様
々
な
教
育
制
度
を
比
較

し
、
そ
れ
を
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
状
況
と
比
較
す
る
と
い
っ

た
論
議
で
は
、
母
国
の
抱
え
る
教
育
問
題
に
対
し
て
積

極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
改
め
て
決
心
す
る
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
学
び
と
は
答
え
よ
り
も
疑
問
を
も
た
ら
す

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
皆
さ
ん
は
家
族
の
よ
う
で
あ
り
、
一
緒

に
い
て
本
当
に
楽
し
い
人
達
で
し
た
。
到
着
初
日
か
ら

東
京
を
去
る
時
ま
で
の
間
、
常
に
私
た
ち
を
気
に
か
け

て
く
れ
ま
し
た
。
中
に
は
若
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

も
多
か
っ
た
の
で
、
日
本
の
友
達
と
過
ご
し
て
い
る
よ

う
な
気
持
ち
で
し
た
。
動
物
園
や
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
行
っ

た
こ
と
は
一
生
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
し
、
日
本
の

冬
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
食
品
サ
ン

プ
ル
や
お
い
し
い
日
本
料
理
も
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
、

日
本
な
ら
で
は
の
文
化
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
鎌
倉

の
旧
市
街
地
へ
の
旅
行
は
、
ま
る
で
、
時
間
を
遡
っ
て

当
時
の
文
化
と
社
会
を
直
接
肌
で
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な

旅
で
し
た
。

　

一
か
月
の
滞
在
を
通
し
て
、
授
業
で
学
ん
で
き
た
こ

と
、
生
活
の
中
で
感
じ
た
こ
と
は
、
私
の
勉
強
に
対
す
る

姿
勢
、
将
来
の
考
え
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、自
分
の
国
に
帰
っ
て
、日
本
で
得
た
学
び
、

経
験
を
自
身
の
社
会
政
策
と
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
テ
ィ
開
発
の

分
野
の
中
で
ど
の
よ
う
に
具
現
化
し
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
挑
戦
と
な
り
ま
す
。
そ
し

て
最
後
に
、
言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
程
の
恵
ま
れ
た

経
験
を
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
皆
さ
ん
と
上

智
大
学
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
来
日
す
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。“A

rigato Gozaim
asu!”

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
教

育
の
現
状
に
照
ら
し

て
考
え
る
と
、
政
策

と
教
育
の
イ
ン
フ
ラ

に
関
し
て
は
大
き
な

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、

さ
ら
な
る
強
化
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
再

確
認
し
ま
し
た
。

　

日
本
に
到
着
し
た
時
、
私
は
夢
を
見
て
い

る
か
の
よ
う
で
し
た
。
大
学
で
２
年
半
日
本

語
を
勉
強
し
ま
し
た
が
、
実
際
に
日
本
に
来

て
、
日
本
文
化
を
体
験
す
る
こ
と
が
私
の
目

標
で
し
た
。
千
葉
か
ら
東
京
ま
で
の
バ
ス
の
中

で
、
日
本
語
で
ガ
イ
ド
さ
ん
と
話
し
な
が
ら
、

窓
の
外
を
眺
め
た
瞬
間
、
こ
の
た
め
に
こ
そ
、

私
が
今
ま
で
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
き
た
の
だ
、

と
実
感
し
、
そ
し
て
日
本
は
想
像
し
て
い
た

以
上
に
美
し
か
っ
た
で
す
。

　

東
京
で
の
生
活
は
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト

バ
ゴ
で
の
生
活
と
と
て
も
異
な
っ
て
い
た
為
、

驚
く
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・

ト
バ
ゴ
で
の
生
活
は
比
較
的
ゆ
っ
く
り
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
ま
す
が
、
東
京
は
常
に
活

気
が
あ
り
、
日
本
人
は
決
し
て
仕
事
の
手
を

緩
め
る
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
し

た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
日
本
と
ト
リ
ニ

ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
の
人
々
は
お
互
い
に
学
べ

る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

都
内
散
策
で
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
か
ら

浅
草
寺
、
高
徳
院
ま
で
の
全
て
の
観
光
地
を

ま
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
の
伝
統

的
な
芸
術
を
見
た
り
、
現
代
の
日
本
と
共
存

す
る
宗
教
的
な
土
地
を
観
光
し
た
り
す
る
こ

と
は
本
当
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
上
智

大
学
の
講
義
の
一
つ
で
あ
る
「
日
本
の
教
育
」

の
コ
ー
ス
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
日

本
の
教
育
制
度
に
は
た
く
さ
ん
優
れ
て
い
る

点
が
あ
る
と
考
え
る
と
同
時
に
、
教
師
や
生

徒
の
た
め
に
ま
だ
ま
だ
改
善
で
き
る
点
に
つ

い
て
も
学
び
ま
し
た
。
日
本
に
来
て
、
教
育

制
度
に
関
し
て
さ
ら
に
学
び
を
深
め
ら
れ
た

こ
と
、
そ
し
て
生
徒
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
感

じ
て
い
る
か
を
実
際
に
聞
け
た
こ
と
は
非
常

に
有
益
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
更
に
、「
現

代
の
日
本
文
化
と
社
会
」
と
い
う
講
義
の
う

ち
、「
水
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
義
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
講
義
の
中
で
は
、
神

社
や
お
寺
を
訪
れ
、
日
本
人
の
自
然
に
対
す

る
敬
意
を
感
じ
、
里
山
や
神
道
等
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
、
日
本
で
日
常
生
活
を
送
れ

た
こ
と
は
一
生
に
一
度
の
経
験
で
あ
り
、
そ

の
経
験
が
出
来
た
こ
と
に
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。
こ
の
短
期
留
学
を
素
晴
ら
し
い
も

の
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
、

上
智
大
学
、
そ
し
て
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
に
感
謝
致
し
ま

す
。
将
来
、
ま
た
日
本
で
勉
学
に
励
み
、
そ
し

て
働
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
国
際

関
係
を
学
ぶ
学

生
と
し
て
、
私

は
、
こ
れ
か
ら

も
カ
リ
ブ
諸
国

と
日
本
の
絆
が

更
に
強
く
な
っ

て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

学
生
が
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
お
昼

時
に
は
鎌
倉
の
商
店
街
に
て
食
べ
歩
き
に
も
挑

戦
し
、
た
く
さ
ん
の
ご
当
地
料
理
を
楽
し
み
ま

し
た
。

◆  

フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー（
最
終
報
告
会
）

　

１
月
31
日
に
は
、
招
待
学
生
の
一
か
月
に
わ

た
る
日
本
で
の
学
び
の
成
果
発
表
の
た
め
、
上

智
大
学
の
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
ク
ラ
ブ
に
て
フ
ェ

ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
招
待
学
生
た
ち
は
自
国
の
衣
装
を
準
備
し

て
お
り
、
会
場
を
華
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
学
校
法
人
上
智
学
院 

佐
久
間
勤
理

事
長
及
び
上
智
大
学 

曄
道
佳
明
学
長
を
始
め
、

招
待
学
生
の
出
身
国
か
ら
の
大
使
や
関
係
者
に

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
に
曄
道
学
長
か

ら
学
生
一
人
ず
つ
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
証
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で

は
、
学
生
た
ち
は
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
か
月
の
成
果
を
報
告
し
ま

し
た
。
日
本
で
学
ん
だ
こ
と
、
経
験
し
た
こ

と
、
感
じ
た
こ
と
を
堂
々
と
話
す
学
生
た
ち
か

ら
は
、
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
こ

と
へ
の
達
成
感
と
自
信
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
の
発
表
の
最
後
に
は
、

学
生
が
自
ら
の
今
後
の
目
標
を
語
る
場
面
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
で
の
一
か
月
の
滞
在
を
通

し
て
得
た
経
験
や
自
信
を
も
と
に
、
さ
ら
な
る

飛
躍
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。（
文
責
：
金
原
）

左上：成果を発表中の学生たち　　右上：修了証を手渡しする曄道学長（右）
下：参加学生一同
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２
０
１
９
年
の
ザ
ビ
エ
ル
留
学
生
と
し

て
、
パ
ラ
オ
出
身
の
ウ
バ
イ
・
キ
ン
グ
ジ
オ

（U
bai Kingzio

）
さ
ん
が
決
定
し
ま
し
た
。

ウ
バ
イ
さ
ん
は
本
年
９
月
に
上
智
大
学
国
際

教
養
学
部
に
入
学
し
、
４
年
間
の
留
学
生
活

を
送
る
予
定
で
す
。

　
「
ザ
ビ
エ
ル
高
校
留
学
生
奨
学
金
」
は
、

２
０
１
４
年
に
始
ま
っ
た
奨
学
金
制
度
で
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
チ
ュ
ー
ク
州
に
あ
る
ザ

ビ
エ
ル
高
校
・
上
智
大
学
・
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
三

者
間
の
合
意
に
基
づ
き
、
ザ
ビ
エ
ル
高
校
か

ら
上
智
大
学
へ
と
留
学
生
を
派
遣
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
こ
れ
ま
で
計
７
名
の
学
生

が
本
奨
学
金
制
度
で
上
智
大
学
に
入
学
し
、

２
０
１
８
年
９
月
に
は
第
１
期
生
が
卒
業
し

ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
12
月
12
日
、
上
智
大
学
地

球
環
境
学
研
究
所
主
催
、
上
智
大
学
、
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
あ
る
ハ
ベ
リ
ア

ナ
大
学
（Javeriana U

niversity

）
共

催
で
、
上
智
大
学
大
学
院
地
球
環
境
学
研

究
科
後
援
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「Island 

Sustainability Sym
posium

」
が
上
智

大
学
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
災
害
耐
性
お
よ

び
リ
ス
ク
管
理
」
と
「
生
物
文
化
的
多
様
性

の
利
用
と
保
全
、
陸
地
生
態
系
ベ
ー
ス
の
管

理
」
の
二
つ
の
柱
を
基
礎
に
多
様
な
視
点

を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
会
に
あ
た
っ
て
、
上

智
大
学
か
ら
は
大
塚
寿
郎
副
学
長
、
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ｃ
か
ら
は
佐
藤
昭
治
常
務
理
事
、
ハ
ベ
リ
ア

ナ
大
学
か
ら
はD

r. Luis M
iguel Renjifo

副
学
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
同
年

10
月
に
設
立
さ
れ
たSophia U

niversity 

Island Sustainability U
nit 

（
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
）

の
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
る
上
智
大
学
大
学
院

地
球
環
境
学
研
究
科
の
あ
ん
・
ま
く
ど
な
る

ど
教
授
か
ら
同
ユ
ニ
ッ
ト
設
立
の
趣
旨
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
４
つ
の
パ
ネ

上
智
大
学
に
て Island S

ustainability S
ym

posium
 

開
催

学

金
学

エザ

奨
生

ルビ
留

セミナー中の様子

太平洋・カリブ事業
D E C

12第
６
期
ザ
ビ
エ
ル
留
学
生　

決
定

ザビエル高校
Xavier High School, Micronesia

1952 年、ミクロネシア連邦チューク州ウエノ
島にイエズス会によって設立された。4 年制の
男女共学で、生徒の数は約 150 名。北太平洋
地域で最も著名な高校で、ミクロネシア連邦
のみならず、パラオ共和国、マーシャル諸島
共和国などからも生徒が集う。生徒の学業水
準はこの地域において最高水準であり、過去
の卒業生には、モリ元ミクロネシア連邦大統
領やクリスチャン前大統領をはじめ、この地
域の政界・経済界のリーダーを輩出している。

ル
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
パ
ネ
ル
１
で
は

上
智
大
学
大
学
院
地
球
環
境
学
研
究
科
の

黄
光
偉
教
授
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
、
同

研
究
科
の
鈴
木
政
史
教
授
、
ハ
ベ
リ
ア
ナ

大
学Lilia Roa Fuentes

教
授
、
榎
本
雅

仁
氏
（
農
水
省
Ｏ
Ｂ
）
を
パ
ネ
ラ
ー
に
迎
え
、

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現

場
で
あ
る
宮
城
県
大
崎
市
の
蕪
栗
沼
・
周
辺

湿
地
で
の
調
査
報
告
を
行
い
、
島
の
持
続
性

に
関
す
る
４
Ｒ
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
２
で
は
上
智
大
学
大
学
院
地

球
環
境
学
研
究
科
の
織
朱
實
教
授
が
モ

デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
、
ハ
ベ
リ
ア
ナ
大

学Juan R
icard G

om
ez

教
授
、
坂
口
法

明
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
専
門
員
、
奥
田
直

久 

環
境
省
大
臣
官
房
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
・
情
報
化
審
議
官
を
パ
ネ
ラ
ー
に
迎

え
、
大
島
（
東
京
都
）
で
の
調
査
に
つ
い
て

話
し
、
島
の
生
物
文
化
的
多
様
性
の
保
全
と

利
用
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
３
で
は
あ
ん
・
ま
く
ど
な
る
ど
教

授
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
、
ハ
ベ
リ
ア

ナ
大
学 Pablo Ram

os Baron

教
授
、
海

女
の
早
瀬
千
春
氏
、Jackie Steele

東
京

大
学
研
究
員
を
迎
え
、
持
続
的
な
資
源
管
理

の
た
め
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
と
生
物
文
化
的
多
様
性
に
つ
い
て
議

論
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
４
で
は
上
智
大
学
及
び
ハ
ベ
リ

ア
ナ
大
学
の
大
学
院
生
ら
が
登
壇
し
、
島
の

持
続
性
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
、
会
場
の

参
加
者
ら
と
活
発
に
質
疑
応
答
を
行
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
ハ
ベ
リ
ア
ナ
大
学
のM

aria 

Adelaida Farah Q
uijano

学
部
長
と
上

智
大
学
の
黄
光
偉
教
授
が
閉
会
挨
拶
を
務

め
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
終
了
し
ま
し
た
。

　自分がこれから 4 年間、東京で勉強することになる
と知ったときは、少し圧倒されそうになりましたが、
このことについてよく考え、日本がどんなに素晴らし
い場所か想像したら、9 月から日本での生活を始める
ことがとても楽しみになりました。上智大学のキャン
パスを見ることや、日本文化を体験すること、日本で
の生活に慣れることがとても楽しみです。
　ここミクロネシアでは、バスケットボールはとても
人気のあるスポーツです。私は、学校や島で開催され
たバスケットボールのイベントにはほとんど参加して
います。身体的に健康であることはザビエル高校の放
課後の活動において必須です。上智大学で行われてい
るスポーツや課外活動に期待しています。
　私は日本の新生活に慣れることが楽しみです。日本
は私にとってこれから４年の間、新しい故郷となりま
すので、わくわくしながら準備を始めています。日本
食が大好きですし、ミクロネシアに入ってきている日
本料理よりも深みのある日本料理を体験するのが待ち

きれません。また、大学での授業が始まり、上智大学
の厳しい勉強についていけるのかも知りたいです。
　上智大学の学友や教授、管理者たちと知り合いにな
り、彼らとコミュニティを築いていきたいです。コミュ
ニティの中で生活することは、これまで私が経験して
きたイエズス会の教育における主要部分だからです。
日本や世界中の国から来た人たちと友達になり、専門
的なつながりを築くのは特に有益なことだと思います。
太平洋にある非常に小さくユニークな国の出身である
私は、島での暮らしの様子を他の人たちに紹介するこ
とが楽しみです。
　APIC と上智大学が提供してくださったこの機会にと
ても感謝しています。これからの 4 年間、イエズス会
の教育は、ミクロネシアのザビエル高校と同じように、
私の人生を変え続けていくでしょう。上智大学や東京、
日本の全てが私に提供してくれるものを活かせること
を心待ちにしています。この機会を与えてくださった
ことに重ねて御礼申し上げます。

ウバイさんによる所信表明（APIC 和訳）

ウバイ・キングジオさん
Ubai Kingzio
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Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
上
智
大
学
の
間
の

教
育
連
携
に
係
る
包
括
的
な
協
定

（M
em

orandum
 of U

nderstanding

）

に
基
づ
き
、
上
智
大
学
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
科
目
」
の
就
業
体
験
と
し

て
、
２
０
１
９
年
２
月
１
日
か
ら
28
日
に
か

け
て
、
２
名
の
イ
ン
タ
ー
ン
学
生
が
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ｃ
で
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

上
智
大
学
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
科
目
は
、
夏
期
及
び
春
期
の
授
業
休
業

期
間
中
に
約
一
か
月
の
就
業
体
験
を
行
い
、

併
せ
て
事
前
・
事
後
講
義
へ
の
出
席
や
課
題

提
出
を
行
う
こ
と
で
単
位
が
付
与
さ
れ
る
、

上
智
大
学
の
正
式
な
授
業
科
目
の
ひ
と
つ

で
す
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
、
40
近
く
あ
る
本
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
科
目
の
就
業
実
習
受
け
入
れ
先

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
２
０
１
６
年
２
月
よ
り

毎
回
数
名
の
学
生
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し

た
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
は
、
電
話
・
来
客
対
応
や
文
書
作
成
な

ど
の
一
般
的
な
業
務
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

外
務
省
幹
部
な
ど
を
講
師
に
招
い
て
行
う

講
演
会
の
運
営
や
外
国
か
ら
の
要
人
招
待

の
際
の
ア
テ
ン
ド
補
助
な
ど
、
様
々
な
業
務

を
体
験
し
ま
す
。

　

今
回
参
加
し
た
２
名
の
学
生
は
イ
ン

タ
ー
ン
期
間
中
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
本
多
義
人
評
議

育成若い世代の

イ
ン
タ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
て

イ
ン
タ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
て

上
智
大
学 

外
国
語
学
部
２
年

稲
村 

ほ
の
か 

さ
ん

上
智
大
学 

総
合
人
間
科
学
部
教
育
学
科
２
年

中
田 
都
希 

さ
ん

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
決
め
た

の
は
、今
ま
で
授
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
で
の
活
動
を
通
し
て
学
ん
で
き
た
国

際
協
力
に
つ
い
て
、
よ
り
実
践
的
に
学
ん

で
み
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で

し
た
。
実
際
に
、
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画
や

ザ
ビ
エ
ル
留
学
生
事
業
に
関
係
す
る
業
務
、

毎
週
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
通
し
て
、
国
際

協
力
に
は
自
分
が
思
っ
て
い
た
以
上
に

様
々
な
関
わ
り
方
が
あ
る
こ
と
を
実
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
現
地
に
行
っ
て
活
動
す

る
人
だ
け
で
は
な
く
、
地
道
に
縁
の
下
の

力
持
ち
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
国
内
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
る
存
在
が
あ
る
こ
と

を
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
分
の
中
で
最
も
大
き
な
収
穫

は
、
働
く
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
今
ま
で

よ
り
も
は
っ
き
り
と
イ
メ
ー
ジ
が
つ
い
た

こ
と
で
す
。
最
初
は
初
め
て
の
経
験
ば
か

り
で
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
慣
れ
て
い

く
に
つ
れ
て
、
あ
る
意
味
で
は
働
く
と
い

う
こ
と
は
学
生
と
し
て
今
や
っ
て
い
る
こ

と
の
延
長
な
の
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
責
任
の
大
き
さ
は
学
生

と
は
異
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
つ

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
相
手
が
何

を
必
要
と
し
て
い
て
、
今
自
分
が
す
べ
き

こ
と
は
何
な
の
か
を
考
え
、
目
の
前
の
一

つ
ひ
と
つ
の
こ
と
を
誠
実
に
こ
な
し
て
い

く
こ
と
が
、
働
く
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
方
々
の
一

つ
ひ
と
つ
の
言
葉
や
姿
勢
か
ら
学
ば
せ
て

い
た
だ
け
た
こ
と
で
す
。「
お
願
い
さ
れ
た

こ
と
に
対
し
て
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
を
や

る
。」
仕
事
に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
お
話

し
て
い
た
だ
い
た
時
の
こ
の
言
葉
が
強
く

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
将
来
働
く
時
に

限
ら
ず
、
学
生
の
今
か
ら
、
相
手
の
こ
と

を
思
い
や
り
、
常
に
相
手
の
立
場
に
立
っ

て
考
え
る
姿
勢
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
し
た
。

　

様
々
な
業
務
を
通
し
て
、
自
分
の
知
識

不
足
や
至
ら
な
さ
に
恥
ず
か
し
さ
を
覚
え

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
悔
し
さ
を

糧
に
、
社
会
に
出
る
前
の
大
学
以
外
で
の

学
び
も
よ
り
充
実
さ
せ
、
知
識
や
教
養
を

も
っ
と
身
に
着
け
て
い
き
た
い
で
す
。
貴

重
な
時
間
を
割
い
て
学
び
の
多
い
イ
ン

タ
ー
ン
の
機
会
を
く
だ
さ
っ
た
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

の
み
な
さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
「
働
く
」
と
い
う
こ
と
は
、
何
か
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
な
る
こ
と
な
ん

だ
。
こ
れ
が
約
一
か
月
の
イ
ン
タ
ー
ン

を
終
え
て
得
た
、
一
番
の
学
び
で
す
。

私
は
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
国
際
協
力
に

携
わ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
自
分
は

支
援
国
に
入
り
、
自
ら
汗
を
流
す
仕
事

を
す
る
ん
だ
と
漠
然
と
思
い
描
い
て
い

ま
し
た
。
今
回
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し

た
の
は
、
自
ら
支
援
国
に
赴
く
わ
け
で

は
な
い
、
し
か
し
必
要
と
さ
れ
て
い
る
、

日
本
国
内
で
の
事
務
方
の
仕
事
が
ど
の

よ
う
な
も
の
か
を
知
り
た
か
っ
た
か
ら

で
す
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
で
の
仕
事
を
通
し
て
、

事
務
方
が
土
台
を
作
っ
て
こ
そ
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
、
各

地
で
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の

だ
と
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
考
え
た
こ
と
が
、
冒
頭
に
挙
げ

た
「
働
く
」
＝
「
何
か
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

国
際
協
力
の
仕
事
は
、
必
ず
し
も
専
門

家
じ
ゃ
な
い
と
で
き
な
い
わ
け
で
は
な

く
、
む
し
ろ
タ
ス
ク
を
担
う
こ
と
を
通

し
て
、
そ
の
タ
ス
ク
の
プ
ロ
へ
と
な
っ

て
い
く
過
程
も
「
仕
事
」
は
内
包
し
て

い
る
。
そ
の
う
え
で
必
要
な
こ
と
は
、

貪
欲
な
態
度
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
職
員
の
方
々

と
接
し
て
い
て
も
う
一
つ
考
え
た
こ
と

は
、
語
る
こ
と
の
あ
る
人
間
に
な
り
た

い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
実
際
に
自
身

が
経
験
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
紡
ぎ
だ
さ

れ
る
彼
ら
の
話
は
、
仕
事
に
関
す
る
こ

と
に
限
ら
ず
、
い
つ
も
魅
力
的
で
私
に

刺
激
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
社
会
で

働
く
上
で
、
仕
事
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
だ
け
が
大
切
な
要
素
な
の
で
は
な
く

て
、
む
し
ろ
魅
力
の
あ
る
人
間
で
い
る

こ
と
が
必
要
な
要
素
で
あ
る
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。
大
学
生
の
今
で
あ
る
か
ら

自
分
で
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
行
き
、
経

験
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
周
囲
に
憚
ら

ず
貪
欲
な
態
度
で
吸
収
す
る
こ
と
が
で

き
る
、
こ
ん
な
大
学
生
と
し
て
の
特
権

を
行
使
し
な
が
ら
、
国
際
協
力
に
携
わ

る
人
材
と
し
て
の
歩
み
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
こ
の
よ

う
な
機
会
作
っ
て
く
だ
さ
り
、
大
き
な

一
歩
を
踏
み
出
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
上

智
大
学
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
関
係
者
の
皆
様
に

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
の
作
成
を
業

務
の
一
環
と
し
て
担
当
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
相
手
の
経
歴
を
自
分
で
調
べ
、
情

報
収
集
し
な
が
ら
質
問
事
項
を
考
え
る
こ

と
か
ら
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
ア
ポ
イ
ン
ト
メ

ン
ト
を
取
り
付
け
、
実
際
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
っ
て
記
事
を
作
成
す
る
ま
で
の
一
連

の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内

容
は
本
会
報
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
（
27

ペ
ー
ジ
参
照
）。

上智大学より短期インターン生の受け入れ実施
2018 年度秋学期 上智大学「グローバル・インターンシップ科目」

ザビエル留学生たちとの交流

F E B

02
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Interview本会報誌では APIC の活動を支える理事・評議員へのインタビューを行っております。今回
の「APIC 役員に聞く」では本多義人評議員（東神インターナショナル株式会社名誉会長）
へのインタビューを行い、ご自身の学生時代から社会人時代以降のご経験や、それに基づく
国際協力への見解、そして若い世代へのメッセージについてお聞きしました。
 【聞き手：APIC インターン生 稲村、中田 （上智大学）】

Ｑ
１
・
学
生
時
代
は
上
智
大
学
の
経
済
学
部
経
済
学
科
で

学
ば
れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。
当
時
は
男
子
学
生
の
数
も
生

徒
数
に
対
す
る
教
員
の
数
も
多
く
、
現
在
の
上
智
大
学
と

は
異
な
る
雰
囲
気
が
あ
っ
た
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

大
学
で
の
印
象
に
残
る
出
来
事
や
思
い
出
は
あ
り
ま
す
か
。

　

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
よ
。
実
は
上
智
は
志
望
校
で
は
な

く
、
国
立
を
失
敗
し
た
後
高
校
の
先
生
と
相
談
し
て
願
書

が
間
に
合
う
唯
一
の
大
学
だ
っ
た
ん
で
慌
て
て
飛
び
込
ん

だ
ん
で
す
。
私
の
高
校
は
文
武
両
道
で
私
は
野
球
を
し
て

い
て
、
選
抜
で
甲
子
園
に
行
き
ま
し
た
の
で
、
早
速
野
球

部
に
入
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
で
す
が
当
時
の
上
智
の
野

球
部
は
東
都
リ
ー
グ
３
部
の
下
位
で
練
習
を
土
手
の
上
か

ら
見
た
ら
ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
も
だ
ら
し
な
く
無
帽
の
者
も
い

て
い
っ
ぺ
ん
に
入
る
気
を
な
く
し
ま
し
た
。
で
も
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
私
が
野
球
を
し
て
い
た
の
を
聞
き
つ
け
熱
心
に

勧
誘
に
き
た
の
で
、
そ
れ
で
は
野
球
部
を
強
く
し
よ
う
な

ん
て
生
意
気
な
意
気
込
み
で
結
局
は
入
部
し
た
ん
で
す
よ
。

　

と
こ
ろ
が
入
っ
て
見
る
と
何
と
監
督
が
ア
メ
リ
カ
人
の

神
父
で
練
習
も
試
合
も
指
示
は
み
ん
な
英
語
な
ん
で
す
ね
。

私
は
元
々
中
学
の
時
か
ら
英
語
は
大
好
き
だ
っ
た
の
で
こ

れ
は
上
智
に
入
っ
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
嬉
し
か
っ
た
で
す

ね
。
し
か
も
夏
休
み
の
練
習
後
の
あ
る
日
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム

姿
で
部
室
に
か
え
る
途
中
野
球
好
き
の
神
父
に
声
を
か
け

ら
れ
そ
の
神
父
が
な
ん
と
当
時
の
上
智
大
学
学
長
の
大
泉

神
父
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
大
泉
元
学

長
に
親
し
く
ご
交
誼
を
賜
り
色
々
と
薫
陶
を
受
け
た
わ
け

で
す
が
、
第
一
他
の
大
学
で
は
学
長
と
お
付
き
合
い
出
来

 

東
神
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社 

名
誉
会
長

 

本
多 

義
人　
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
評
議
員

APIC 役員へのインタビュー

る
な
ん
て
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。
他
学
校
に
行
っ
た
高

校
の
同
窓
生
に
話
し
た
ら
み
ん
な
嘘
だ
と
言
っ
て
い
ま
し

た
よ
。
こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
上
智
が
大
好
き
に
な
り
、

ま
た
在
学
中
も
卒
業
後
も
上
智
に
関
す
る
事
を
色
々
任
さ

れ
る
様
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
も
し
野
球
部
に

入
っ
て
な
け
れ
ば
つ
ま
ら
な
い
学
生
時
代
を
送
っ
て
い
た

か
、
ほ
か
の
大
学
に
移
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。

　

当
時
の
上
智
は
学
生
数
よ
り
神
父
の
数
の
方
が
多
い
ぐ

ら
い
の
こ
じ
ん
ま
り
し
た
家
族
的
な
大
学
で
、
私
が
二
年

生
の
時
か
ら
入
学
要
綱
か
ら
男
子
の
み
の
言
葉
が
削
除
さ

れ
消
極
的
男
女
共
学
大
学
に
な
り
ま
し
た
。
敗
戦
後
世
界

の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
人
た
ち
が
「
日
本
は
何
も
な
い
で
し
ょ

う
、何
が
欲
し
い
で
す
か
」と
上
智
大
学
に
聞
い
た
時
、ビ
ッ

テ
ル
神
父
は
「
何
も
い
り
ま
せ
ん
、
た
だ
教
育
の
人
材
を

沢
山
送
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
云
っ
た
そ
う
で
、
博
士
号
を

い
く
つ
も
持
っ
た
外
国
人
の
神
父
た
ち
が
実
に
多
く
い
ま

し
た
ね
。
こ
れ
が
当
時
か
ら
上
智
は
国
際
的
と
言
わ
れ
た

所
以
で
す
ね
。
当
時
は
大
学
に
来
る
と
暗
く
な
っ
て
も
帰

り
た
く
な
く
な
る
ほ
ど
で
、
本
当
に
良
き
時
代
で
し
た
ね
。

　

学
部
は
経
済
学
部
で
し
た
が
経
済
学
を
あ
ま
り
真
剣
に

勉
強
し
た
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
が
月
曜
日
は
朝
か
ら
夕
方

ま
で
英
語
の
授
業
だ
け
で
実
に
楽
し
か
っ
た
覚
え
は
あ
り

ま
す
。
た
だ
毎
回
宿
題
が
出
る
の
は
敵
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

外
国
人
の
神
父
が
教
え
て
い
ま
し
た
か
ら
日
本
語
を
全
く

使
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
遅
刻
に
関
し
て
は
厳
格
で
時
間
に

な
る
と
教
室
に
鍵
を
掛
け
ら
れ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
遅
延

証
明
書
が
あ
っ
て
も
入
れ
て
す
ら
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

上
智
で
教
わ
っ
た
こ
と
は
博
愛
と
奉
仕
の
精
神
で
す
か

ね
。“M

en and W
om

en for O
thers, w

ith O
thers”

「
他

者
の
為
に
、
他
者
と
共
に
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
あ
り

ま
す
よ
ね
。
他
の
大
学
で
は
こ
う
は
い
き
ま
せ
ん
が
上
智

大
学
は
４
年
間
通
う
だ
け
で
皆
何
か
持
っ
て
出
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
は
神
父
達
の
力
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
だ

け
学
校
の
中
に
何
か
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
阪
神
淡

路
大
震
災
の
次
の
日
に
卒
業
生
を
集
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

飛
ん
で
行
っ
た
り
、
知
的
発
達
障
害
の
人
々
の
為
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
協
会
※
注
１

を
立
ち
上
げ
た
り
と
上
智
の
卒
業
生

に
は
本
当
に
頭
の
下
が
る
人
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
。
無
論

ソ
フ
ィ
ア
会
に
も
東
日
本
災
害
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る

団
体
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
２
・
貨
物
船
お
よ
び
旅
客
船
に
よ
る
海
上
輸
送
や
運
送

代
理
、石
油
や
ガ
ス
の
販
売
を
行
う
東
神
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
㈱
と
い
う
会
社
を
創
設
さ
れ
、
現
在
は
名
誉
会
長
を

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
き
っ
か

け
や
目
的
で
東
神
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
創
設
さ
れ
た

の
で
す
か
。

　

大
学
卒
業
後
、
石
油
販
売
と
輸
送
を
し
て
い
る
小
さ
な

会
社
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
一
年
後
国
内
の
輸
送
だ
け
で

な
く
タ
ン
カ
ー
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
外
国
の
船
会
社

と
日
本
の
石
油
会
社
を
つ
な
ぐ
シ
ッ
プ
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
始

め
な
い
か
と
い
う
打
診
が
私
に
あ
り
ま
し
た
。
と
に
か
く

そ
の
時
代
そ
の
会
社
に
英
語
の
で
き
る
人
な
ん
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
か
ら
、
こ
れ
は
絶
対
に
自
分
が
や
ろ
う
と
引
き

受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
提
携
先
確
保
の
為
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

インタビュー中の様子

略歴
1961 年
1963 年

1966 年
1990 年
1994 年

同年

2001 年
2003 年

2005 年
2014 年
2015 年

三喜興産株式会社（石油製品販売業） 入社
東神タンカー株式会社（同上系列内航
油槽船主）移籍
同社退社、海運仲立業本多商会 設立開業
三喜興産（株）代表取締役副社長 就任
本多商会廃業
東神インターナショナル株式会社 設立
代表取締役社長 就任
米国ロスアンゼルス市港湾局 日本代表
日本海運仲立業組合（日本シップブロカー
ズ協会）理事長就任
同上 代表取締役会長 就任
同上 名誉会長 就任

（一財）国際協力推進協会 評議員 就任

上智大学関連
1971 年～ 2008 年	 上智大学同窓会（ソフィア会） 
		  常任理事
2000 年～ 2006 年	 ソフィア会 副会長
2006 年～ 2009 年	 ソフィア会 会長
		  学校法人 上智学院 評議員

昔
の
上
智
大
学

会
社
設
立
へ
の
想
い
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左から：インターン生の金原さん、稲村さん、本多評議員、中田さん、APIC 芳賀理事 APIC が奨学金制度を実施しているミクロネシア連邦ザビエル高校へ訪問した際の様子

に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
は
渡

航
先
に
身
元
保
証
引
受
人
が
い
な
い
と
ビ
ザ
が
下
り
な

か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
困
っ
て
い
る
と
、
前
に
話
し
た

野
球
部
の
監
督
だ
っ
た
神
父
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
の
学
生
の

サ
マ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
引
率
を
手
伝
っ
て
く
れ
な
い
か
と

依
頼
が
来
た
ん
で
す
。
昭
和
39
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
年
で
し
た
が
夏
休
み
に
米
国
で
学
び
た
い
と
い
う
学
生

が
40
数
人
に
な
り
、
そ
の
引
率
者
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
入

国
出
来
ま
す
か
ら
、
渡
り
に
船
で
引
き
受
け
ま
し
た
。
学

生
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
勉
強
し
て
い
る
間
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
行
き
無
事
提
携
交
渉
を
済
ま
せ
、
そ
の
後
ロ
ン
ド
ン

に
も
提
携
先
を
見
つ
け
て
、
そ
れ
か
ら
は
毎
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、ロ
ン
ド
ン
、ノ
ル
ウ
ェ
ー
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
に
度
々

商
談
や
仕
事
で
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
仕
事
で
は
日

本
人
と
西
洋
人
と
の
間
に
立
っ
て
交
渉
す
る
わ
け
で
す
が
、

そ
こ
で
私
が
い
つ
も
感
じ
た
こ
と
は
日
本
人
は
勝
手
だ
な

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
商
売
は
売
り
手
と
買
い
手
が
い
て

そ
も
そ
も
五
分
五
分
で
始
ま
り
状
況
次
第
で
そ
れ
が
四
分

六
分
に
な
っ
た
り
三
分
七
分
に
な
る
の
で
す
が
、
当
時
の

日
本
人
は
自
分
が
有
利
と
分
か
る
と
相
手
の
立
場
も
考
え

ず
極
端
な
要
求
を
強
い
ま
す
。
間
に
立
っ
て
恥
ず
か
し
い

思
い
を
何
度
も
し
ま
し
た
ね
。
ロ
ン
ド
ン
で
、
近
付
く
タ

ク
シ
ー
の
目
の
前
を
渡
ろ
う
し
た
人
に
急
停
車
し
た
運
転

手
が
怒
る
ど
こ
ろ
か
降
り
て
き
て
そ
の
人
の
手
を
引
い
て

反
対
側
に
渡
ら
せ
て
あ
げ
た
の
を
目
撃
し
た
時
、
日
本
人

も
早
く
こ
う
な
ら
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
若
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本
の

得
意
先
の
理
不
尽
な
人
と
は
よ
く
喧
嘩
し
ま
し
た
ね
。
こ

の
仕
事
に
は
上
智
で
学
ん
だ
他
国
の
文
化
や
歴
史
の
相
互

理
解
の
大
切
さ
が
実
に
役
に
立
ち
ま
し
た
。
数
年
後
、
一

緒
に
仕
事
を
し
て
い
た
部
下
た
ち
を
連
れ
て
自
分
の
会
社

を
始
め
ま
し
た
。
当
時
は
随
契
と
言
っ
て
信
用
さ
れ
る
と

す
べ
て
の
仕
事
を
任
さ
れ
る
時
代
で
多
く
の
石
油
会
社
、

船
会
社
、
商
社
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
ま
し
た
。
今

す
べ
て
後
輩
に
任
せ
私
は
で
き
る
だ
け
邪
魔
し
な
い
よ
う

に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
日
本
人
も
余
裕
が
で
き
、
ま
た
外

国
取
引
も
多
く
な
っ
た
か
ら
か
、
相
手
の
こ
と
を
思
い
や

る
人
増
え
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

Ｑ
３
・
日
本
人
は
相
手
の
立
場
を
考
え
る
こ
と
が
苦
手
で

あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
上
智
大
学
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
牽

引
型
大
学
採
択
校
と
し
て
人
材
育
成
や
国
際
交
流
の
促
進

に
力
を
入
れ
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
で
は
国
際
理
解
の
促
進
や
国
際

開
発
協
力
に
関
す
る
支
援
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
本

多
評
議
員
は
、
同
じ
目
標
を
掲
げ
る
両
者
が
連
携
す
る
こ

と
の
意
義
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。
ま
た
、

両
者
の
今
後
の
連
携
が
ど
の
よ
う
な
形
で
深
め
ら
れ
て
い

く
事
に
期
待
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
推
進
し
て
い
る
国
際
協
力
は
、
結
局
は
相

互
理
解
の
上
に
立
っ
て
相
手
の
立
場
も
考
え
て
の
事
業
で

す
。
上
智
大
学
で
は
い
ま
東
南
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
メ
リ
カ
だ
け
で
な
く
ア
フ
リ
カ
や
南
米
な
ど
世
界
中
か

ら
学
生
を
集
め
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
言
葉
だ
け
で
な
く
い
ろ
い
ろ
国

と
の
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
依
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
を
育
成
す
る
た
め
と
思
い
ま
す
。
一
方
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
太

平
洋
、
カ
リ
ブ
島
嶼
国
か
ら
の
留
学
生
だ
け
で
な
く
そ
れ

ら
の
国
々
の
様
々
な
分
野
※
注
２

へ
の
支
援
を
行
う
大
き
な

意
義
あ
る
事
業
を
展
開
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
両
者
の

関
係
が
深
ま
る
こ
と
は
両
者
の
発
展
に
大
変
意
義
あ
る
こ

と
で
あ
り
、
学
生
だ
け
で
な
く
、
上
智
の
教
授
陣
も
巻
き

込
ん
で
今
後
も
ま
す
ま
す
密
接
な
関
係
に
な
る
と
良
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
４
・
今
ま
で
の
お
話
か
ら
、
本
多
評
議
員
は
「
相
手
の

立
場
に
立
つ
」
と
い
う
こ
と
を
学
生
時
代
か
ら
常
に
大
事

に
な
さ
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
そ
の
他
、
い
ま

の
若
者
や
学
生
に
向
け
て
の
期
待
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
れ

ば
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
が
一
番
言
い
た
い
こ
と
は
「
失
敗
を
恐
れ
る
な
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
私
た
ち
の
時
代
と
違
っ
て
今
は
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
制
度
が
あ
る
よ
う
に
、
机
の
上
だ
け
の
学
び

じ
ゃ
な
い
実
体
験
で
の
学
び
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
今
の
若
い
人
は
み
な
自
分
が
傷
つ
く
の
が
嫌
で
何
事

を
す
る
に
も
及
び
腰
で
、
も
し
ダ
メ
だ
っ
た
時
に
自
分
が

傷
つ
か
な
い
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
き
ま
す
。
せ
っ
か

く
経
験
を
積
む
機
会
が
あ
っ
て
も
気
概
が
な
い
ん
で
す
。

こ
れ
は
会
社
に
お
い
て
も
社
会
に
お
い
て
も
よ
く
な
い
こ

と
で
す
よ
。
何
か
勢
い
を
感
じ
る
と
相
手
も
協
力
し
て
や

ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
も
の
で
す
。
何
か
聞
く
と
き

で
も
「
間
違
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
」
と
か
「
こ

ん
な
こ
と
を
聞
く
と
怒
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
」
な

ん
て
枕
詞
を
つ
け
る
人
が
多
い
で
す
ね
。
今
の
若
者
に
は

「
七
転
び
八
起
」
が
な
い
の
か
優
等
生
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

転
ぶ
の
を
嫌
が
る
け
ど
、
転
ぶ
こ
と
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
る
か
ら
若
い
う
ち
は
大
い
に
転
ん
だ
方
が
良
い
。

　

さ
ら
に
個
人
的
に
な
り
ま
す
が
、「
中
国
の
古
典
」
か
ら

学
ぶ
こ
と
は
多
い
で
す
ね
。
儒
教
思
想
で
す
が
五
常
と
か

四
端
の
意
義
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
も
少
し
は
自
分
磨
き

の
役
に
立
ち
ま
す
。
勉
強
や
知
識
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
人

APIC 役員へのインタビュー

相
互
理
解
～
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
上
智
の
連
携
の
意
義

間
の
内
面
を
磨
く
こ
と
の
大
切
さ
を
ぜ
ひ
若
い
人
た
ち
に

考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
中
国
の
古
典
で
な
く

と
も
よ
い
か
ら
日
本
の
文
学
や
歴
史
書
、
な
ん
で
も
よ
い
か

ら
学
校
の
本
以
外
の
本
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

Ｑ
５
・
そ
の
規
範
が
今
の
本
多
評
議
員
の
中
に
も
上
智
に

関
わ
る
原
動
力
と
な
っ
て
生
き
続
け
て
い
る
の
で
す
ね
。

　

母
校
愛
っ
て
こ
と
も
な
い
け
ど
、
丸
々
ソ
フ
ィ
ア
ン
で

す
よ
。
上
智
は
学
生
、
父
母
、
教
職
員
、
卒
業
生
、
す
べ

て
を
ソ
フ
ィ
ア
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
呼
び
ま
す
。
私
が
い
た
頃

と
今
の
上
智
は
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
座
標
軸

す
な
わ
ち
教
育
理
念
は
創
学
以
来
、
戦
時
中
を
含
め
今
も

一
貫
し
て
変
わ
ら
な
い
の
は
さ
す
が
で
す
。
卒
業
後
仕
事

に
打
ち
込
み
な
が
ら
も
野
球
部
の
監
督
を
５
年
間
し
た
リ
、

経
済
学
部
や
大
学
の
同
窓
会
の
役
員
を
引
き
受
け
た
り
し

て
、
今
尚
実
に
多
く
の
卒
業
生
た
ち
と
の
交
流
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

Ｔ
Ｈ
Ｅ
・
ソ
フ
ィ
ア
ン

若
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

※
注
１　

１
９
６
８
年
、
故
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
妹
ユ
ニ

ス
・
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
は
、
当
時
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
機
会

が
少
な
か
っ
た
知
的
障
害
の
あ
る
人
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
社
会
参
加
を
応
援
す
る
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ス
」
を
設
立
。
上
智
大
学
の
卒
業
生
で
あ
る
細
川
護
煕

元
総
理
大
臣
の
夫
人
、
細
川
佳
代
子
さ
ん
（
１
９
６
６
年
・

上
智
大
学
英
文
学
科
卒
）に
よ
り
１
９
９
４
年
、「
ス
ペ
シ
ャ

ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
」
が
熊
本
に
発
足
し
た
。

※
注
２　

日
本
の
学
生
を
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
短
期
で
派
遣

す
る
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
・
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
ツ
ア
ー
」
や
、

環
境
や
観
光
業
な
ど
各
分
野
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
の
日
本
へ
の
リ
ー
ダ
ー
招
待
事
業
、
留
学
生
に
向

け
た
日
本
文
化
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
様
々
な
形
で

国
際
理
解
を
促
す
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
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私
は
現
在
、
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
ボ
リ
ビ
ア

に
派
遣
さ
れ
、
環
境
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
大
学
時
代
、「
ダ
ボ
ス
会
議
で
聞
く
世
界
の

英
語
」
と
い
う
本
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
緒
方
貞
子
さ

ん
の
ス
ピ
ー
チ
に
衝
撃
を
受
け
、
そ
の
憧
れ
か
ら
、

国
際
協
力
の
分
野
で
活
躍
す
る
と
い
う
将
来
の
目
標

を
も
ち
ま
し
た
。
以
降
、
日
々
の
語
学
力
の
向
上
に

加
え
、
国
際
関
係
論
や
人
間
の
安
全
保
障
、
開
発
の

ツ
ー
ル
な
ど
を
勉
強
し
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
本

を
読
ん
だ
り
、
講
義
を
聞
い
た
り
す
る
中
で
、
そ
の

最
中
も
世
界
の
開
発
問
題
は
深
刻
化
し
、
何
も
で
き

て
い
な
い
自
分
に
嫌
気
が
差
し
て
い
た
中
、
留
学
セ

ン
タ
ー
の
掲
示
板
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
「
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
大
学
交
換
留
学
」
の
案
内
が
目
に
留
ま
り
、
未

知
の
島
国
に
あ
る
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
短
期
大
学
に
留
学

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

留
学
中
、
島
嶼
国
な
ら
で
は
の
深
刻
な
ゴ
ミ
問
題

を
目
の
当
た
り
し
ま
し
た
。
ポ
イ
捨
て
が
日
常
化
し

て
お
り
、
道
端
に
ゴ
ミ
が
あ
る
の
は
当
た
り
前
、
行

政
に
よ
る
ゴ
ミ
収
集
サ
ー
ビ
ス
が
地
方
で
は
不
十
分

な
た
め
、
各
家
庭
で
集
め
た
ゴ
ミ
は
自
分
達
で
燃
や

す
か
、
裏
山
、
海
に
廃
棄
さ
れ
、
環
境
汚
染
が
深
刻

化
し
て
い
ま
し
た
。
島
嶼
国
の
地
理
的
状
況
や
政
府

の
行
政
能
力
の
欠
如
か
ら
、
環
境
問
題
の
発
生
は
仕

方
が
な
い
と
諦
め
て
い
る
住
民
も
い
ま
し
た
。
私
は
、

も
っ
た
い
な
い
と
い
う
気
持
ち
と
同
時
に
悔
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　

帰
国
後
に
、「
大
好
き
な
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
環
境

問
題
に
対
し
て
行
動
を
起
こ
し
た
い
。」
と
い
う
理

由
か
ら
、
国
際
協
力
推
進
協
会
（
以
降
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
）

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
挑
戦
。
イ
ン
タ
ー
ン
業
務

で
は
、
国
際
的
な
舞
台
で
活
躍
さ
れ
て
き
た
、
佐
藤

理
事
長
、
佐
藤
常
務
理
事
、
荒
木
理
事
・
事
務
局
長

を
初
め
、
多
く
の
職
員
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
先
輩
に
お

世
話
に
な
り
、「
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に

で
き
な
け
れ
ば
小
さ
な
物
事
で
も
動
か
す
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
」
と
い
う
教
訓
を
得
ま
し
た
。

　

特
に
想
い
出
深
い
経
験
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
麗
澤
大

学
が
共
催
し
た
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
短
期
大
学
・
学
生

招
待
計
画
」
で
２
名
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
学
生
を
麗
澤

大
学
に
招
待
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
生
と
し
て
ア
テ
ン
ド

業
務
を
担
当
し
た
こ
と
で
す
。
そ
の
他
に
も
大
洋
州
・

カ
リ
ブ
地
域
か
ら
招
聘
し
た
要
人
ア
テ
ン
ド
や
広
報

誌
の
編
集
業
務
、
イ
ベ
ン
ト
広
報
、
英
語
を
実
務
的

に
使
用
す
る
多
く
の
機
会
な
ど
を
い
た
だ
き
、
多
く

の
素
晴
ら
し
い
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
加
え

て
、
国
際
的
に
活
躍
さ
れ
て
き
た
方
々
の
実
務
的
な

考
え
方
を
オ
フ
ィ
ス
で
吸
収
で
き
、
普
段
は
決
し
て

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
世
界
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、

世
の
中
に
無
知
な
自
分
に
と
っ
て
は
、
本
当
に
刺
激

的
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
素
晴
ら

し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
少
し
で
も
若
い
世
代

間
の
肌
の
交
流
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
貢
献
で

き
た
こ
と
は
自
分
の
誇
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
学
内
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
た
環
境
教
育
チ
ー
ム
、「
ジ
ャ
パ
ネ
シ
ア
」
の

活
動
に
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
恩
師
の
成
瀬
猛
麗

澤
大
学
教
授
（
元
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
）
が
「
い
く
ら
英

語
が
で
き
て
、
知
識
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
人
間
力

が
な
け
れ
ば
人
は
付
い
て
こ
な
い
。」
と
の
助
言
に

刺
激
を
受
け
て
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
に
。
ジ
ャ
パ
ネ
シ
ア
の
活
動
で
は
、

チ
ー
ム
が
ま
と
ま
ら
ず
、
頭
を
抱
え
て
毎
日
悩
む
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
一
人
の
人
間
個
人
と

し
て
関
わ
る
こ
と
を
心
掛
け
、
心
か
ら
尽
く
し
、
尽

く
さ
れ
た
時
に
初
め
て
目
の
前
の
人
間
が
仲
間
に
な

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
チ
ー
ム
が
一
体
感
を
持
ち
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
大
学
生
と
協
働
で
環
境
問
題
の
解
決

に
取
り
組
む
の
は
と
て
も
刺
激
的
で
し
た
。

　

前
述
の
経
験
を
経
て
、
ま
ず
は
開
発
途
上
国
の
現

状
を
知
り
、
実
務
を
通
じ
て
強
靭
な
人
間
力
を
鍛
え

た
い
と
思
い
、
青
年
海
外
協
力
隊
（
環
境
教
育
）
に

応
募
し
今
に
至
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
２
年
間
一
生
懸

命
取
り
組
ん
だ
先
に
、
協
力
隊
と
し
て
現
地
の
同
僚

と
共
に
考
え
て
展
開
す
る
草
の
根
レ
ベ
ル
で
の
現
場

経
験
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
新
し
い
視
点
が
あ
る
こ
と

を
、
信
じ
て
い
ま
す
。
無
知
な
自
分
に
対
し
て
、
真

摯
に
接
し
て
下
さ
っ
た
多
く
の
方
々
の
背
中
を
追
い

続
け
な
が
ら
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
、
麗
澤
大
学
で
学
ん
だ
こ

と
を
存
分
に
活
か
し
、
将
来
国
際
協
力
の
現
場
で
活

躍
で
き
る
人
材
に
な
れ
る
よ
う
、
自
分
を
鍛
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

APIC ではグローバル人材育成の一環とし
て長期インターン生を受け入れています。
今回は、長期インターン生として APIC
の事業に携わってきた大垣直哉さんに、
印象に残っているプロジェクトや、大学
卒業後の進路について聞きました。

ボリビアの首都ラパスにて

APIC のプログラムで麗澤大学に留学していたミクロネシア短期
大学（College of Micronesia-FSM）の学生達と大垣さん（左端）

APICインターン   

OB の 声VOICE

JICA青年海外協力隊（ボリビア派遣）

大垣 直哉 さん

国
際
協
力
と
の
出
会
い
と

青
年
海
外
協
力
隊
へ
の
参
加

　2019 年 5 月 11 日、ミクロネシア連邦に

おいて、ポンペイ州出身のデイビッド・Ｗ・

パヌエロ（David W. Panuelo）議員が新大

統領に選出されました。（左：パヌエロ氏が

大統領に選出されたことを知らせる記事。

ミクロネシア連邦パブリック・インフォメー

ション・オフィス（FSMPIO）より引用）

　 パ ヌ エ ロ 氏 は、2016 年 2 月 に APIC が

実施した「太平洋島嶼国若手リーダー招聘

計画」の参加者です。同計画でパヌエロ氏

は、パラオ、ミクロネシア連邦、マーシャ

ル諸島の 3 か国からの若手リーダーと共に、

我が国のオピニオン・リーダーとの会談を

行い、環境、エネルギー、観光に関する視

察を行いました。このプログラムについて

は、APIC ウェブサイトでも紹介しています。

（http://www.apic.or.jp/events/027.html）

2016 年「太平洋諸国若手リーダー招聘計画」参加者

デイビッド・パヌエロ氏がミクロネシア連邦大統領に就任

APIC NEWS

2016 年 2 月に実施した APIC「太平洋諸国若手リーダー招聘計画」に参加していた際のパヌエロ氏

左上：APIC 佐藤理事長主催夕食会にて	 　		   右上：日本・太平洋島嶼国友好議員連盟との懇談会
左下：秋葉剛男 総合外交政策局長（当時）によるブリーフィング	  右下：大島理森 衆議院議長と握手するパヌエロ氏
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◆ ご寄附のお願い ◆

　「ザビエル高校留学生奨学金制度」は、上智大学
の留学生基金の他、皆様の APIC へのご寄附により、

2019 年 7 月現在、総額約 8,856 万円をお預かりいた

しました。皆様のおかげで、留学生たちは上智大学で充
実した生活を送っています。誠にありがとうございます。

　皆様に御礼申し上げますとともに、本留学生奨学金
制度への更なるご支援をお願いいたします。

学

金
学

エザ

奨
生

ルビ
留

令和元度事業計画 （簡略版）

令和元度収支予算 （簡略版）

2019 年 6 月 20 日に開催された理事会において、令和元年度（2019 年 7 月 1 日から 2020 年 6 月 30 日まで）
の【事業計画】及び【収支予算】が、以下のとおり承認されました。（詳しくは、APIC ホームページをご覧ください。）

（非公式） 収支予算書（簡略版）
令和１年7月1日から令和2年6月30日まで

2019/6/17

（単位：円）

平成30年度予算 令和元年度予算 平成30年度予算 令和元年度予算

１．収入 72,353,000 76,553,000 １．事業活動支出 106,661,900 127,852,765

　　　a. 基本財産運用収入 3,000 3,000 　　　ａ．太平洋島嶼国開発協力事業 37,100,000 54,200,000

　　　b．特定資産運用収入 48,000,000 48,000,000 　　　ｂ．日・カリブ友好協力事業 35,700,000 25,900,000

　　　  （太平洋基金・カリブ基金） 　　　ｃ．早朝講演会事業 6,100,000 9,300,000

　　　ｃ．維持会員会費 19,000,000 19,000,000 　　　d．留学生奨学金事業 4,800,000 3,900,000

　　　d．受取寄付金 1,800,000 1,500,000 　　　e．事業間接費 22,961,900 34,552,765

　　　e．雑収入 3,550,000 8,050,000

２．管理費支出 21,504,100 26,165,335

　　　ａ．役員報酬・給与手当 7,860,000 9,960,000

　　　ｂ．その他の管理費 13,644,100 16,205,335

   当期収入合計 72,353,000 76,553,000    当期支出合計 128,166,000 154,018,100

   前期繰越額 463,700,000 438,800,000    次期繰越額 407,887,000 361,334,900

　　合計 536,053,000 515,353,000    合計 536,053,000 515,353,000

収入の部 支出の部

取扱注意

　 太平洋島嶼国開発協力事業
　太平洋島嶼国の信頼関係を構築し、友好関

係の一層の推進を図るため、「太平洋島嶼国開

発協力基金」を活用して、太平洋島嶼国の環境、

エネルギー及び観光の分野における開発協力

事業として、外務省アジア大洋州局大洋州課

と協議も行い、次のプロジェクトを実施する。

① 太平洋諸国・大学生招待計画

② 太平洋諸国・記者招待計画

③ 太平洋諸国・リーダー招待計画

④ 太平洋青年研修

⑤ 太平洋諸国・環境セミナー

⑥ 上智大学ミクロネシア・エクスポージャー

　 ツアー支援事業

⑦ ミクロネシア短期大学・学生招待計画

　 （麗澤大学・上智大学）

⑧ APIC とミクロネシア自然保護基金（MCT）

　 との協力事業（大学院生支援）

⑨ APIC とミクロネシア自然保護基金（MCT）

　 との協力事業（プラスチック・リサイクル・

　 プロジェクト）

⑩ APIC とミクロネシア自然保護基金（MCT）

　 との協力事業（Chuuk Conservation Society

　 （チューク保全協会）支援）

⑪ 上智大学地球環境学研究科との環境に関す

　 るシンポジウム開催

⑫ ナンマトル遺跡保存支援事業

⑬ ミクロネシア写真展

　 日・カリブ友好協力事業
　カリブ諸国の信頼関係を構築し、友好関係

の一層の推進を図るため、「日・カリブ友好協

力基金」を活用して、カリブ諸国の環境、エ

ネルギー及び観光の分野における開発協力事

業として、外務省中南米局カリブ室、カリブ

共同体（カリコム）事務局等とも協議の上、

次のプロジェクトを実施する。

① 西インド諸島大学・大学生招待計画

　（太平洋と同時実施）

② カリブ諸国・記者招待計画

　 （太平洋と同時実施）

③ カリブ諸国・リーダー招待計画

④ 西インド諸島大学・副総長・学長招待計画

⑤ 上智大学地球環境学研究科との環境に関す

　 るシンポジウム開催

⑥ 上智大学と西インド諸島大学の連携支援

　 国際協力に関する講演会事業
　外務省幹部、在外大使による時局の日本の

外交課題や激動する国際情勢などについて質

の高い内容の話題を提供する講演会として、

毎月一回（8 月を除く）実施する。また、同

様の外交課題・国際情勢等をテーマに小規模

の懇話会（東京及び地方）を実施する。

① APIC 早朝国際情勢講演会

② 国際協力懇話会

　 留学生奨学金事業
　若い世代の育成と人的交流の一環として、

ミクロネシア連邦チューク州にあるザビエル

高校から毎年、上智大学への留学生を迎える

こととし、生活費等の支給を含め経済的に支

援を行う。本留学生協定に基づき、2014 年

9 月から 1 名、2015 年 9 月に 1 名、2016

年 9 月に 1 名が入学した。2017 年度には上

智大学、ザビエル高校、APIC の間の従来の

協定に変更を加え、1 年間に最大 2 名が留学

できるようになった。その結果、2017 年 9

月に 2 名、2018 年 9 月に 2 名が入学した。

2018 年 9 月には第一期生が上智大学国際教

養学部を卒業した。このことによって、本制

度が始まって以来初めての卒業生を輩出し、

本制度の結果を出しつつある。2019 年 9 月

にはパラオ共和国から 1 名が入学すること

が決定している。

　ザビエル留学生は日本での留学中に上智大

学で勉強に励むと同時に、広島での上智大学

ソフィア会の年次大会に参加、佐原大祭（千

葉県香取市佐原）に参加するなど課外活動も

経験。今年の夏には、島根県隠岐郡海士町を

訪問し、日本の歴史、文化、社会についての

知見を広めることができるよう支援をしてい

く予定。今後募金活動を積極化するとともに、

留学生に対する生活費等の支給を含め留学の

支援を行っていく。

　この度、一般財団法人国際協力推進協会は、事業拡大および人員の増加
に伴い、2019 年秋頃より事務所を移転することとなりました。
　これを機にさらに事業の充実を図り、一層の努力を重ねてまいる所存です。
今後ともご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

※移転時期や住所、電話番号等の詳細につきましては後日再度お知らせいたします。

〒 102-0094　東京都千代田区紀尾井町 6-12
紀尾井町福田家ビル（上智大学四谷キャンパス13 号館）3 階新住所

　 役員
理  事  長　　佐藤　嘉恭		  （最終官職：駐中華人民共和国特命全権大使）

常務理事　　佐藤　昭治		  （最終官職：駐ミクロネシア日本国特命全権大使（兼パラオ・マーシャル諸島））

理　　事　　荒木　恵		  一般財団法人国際協力推進協会　事務局長（最終官職：財務省 国際局局付派遣職員（アジア開発銀行））

理　　事　　坂本　吉弘		  一般財団法人安全保障貿易情報センター 　理事長　（最終官職：通商産業省 通商産業審議官）

理　　事　　炭谷　茂		  社会福祉法人恩賜財団済生会　 理事長　（最終官職：環境省 事務次官）

理　　事　　芳賀　達也		  一般社団法人太平洋協会　事務局長

理　　事　　舟木　いさ子	 ヤクモ株式会社　取締役

理　　事　　村上　洋		  味の素株式会社　社外監査役

理　　事　　山本　達也		  エーオンジャパン株式会社　代表取締役社長

監　　事　　金成　憲道		  ドイツ証券株式会社　上級顧問

監　　事　　兵藤　廣治		  兵藤税理士事務所　税理士　（最終官職：衆議院 大蔵委員会調査室長）

　 評議員
評  議  員　　石堂　一成		  東京コンサルティング株式会社　代表取締役社長

評  議  員　　渋澤　健		  コモンズ投信株式会社　取締役会長

評  議  員　　島内　憲		  元駐ブラジル連邦共和国特命全権大使

評  議  員　　廣野　良吉		  成蹊大学　名誉教授

評  議  員　　本多　義人	 	 東神インターナショナル株式会社　名誉会長

　　 対　象　 ザビエル高校卒業生　毎年１～ 2 名
 留学先　 上智大学国際教養学部、理工学部など
 奨学金　 卒業までの４年間の奨学金を授与

留学生を中・長期的に受け入れるためには、それにかかわる渡航費、
入学金、授業料、生活費等とかなりの額にのぼることが見込まれ
ます。皆様からのご協力をお願い申し上げます。

 銀行振込先
　三菱 UFJ 銀行　本店（店番 001）　普通口座 1660339
　口座名：一般財団法人　国際協力推進協会　奨学金募金口
　カナ名：ザイ）コクサイ キヨウリヨク スイシン キヨウカイ
　※振込手数料はご負担をお願いしております。

事務所移転のお知らせ



APIC では維持会員（法人会員・個人会員）を募集しております。

APIC 維持会員の皆様には毎月開催される外務省幹部、大使による APIC 早朝国際情勢講演会
を自動的にご案内するほか、非会員で参加をご希望の方にもご案内を行っています。詳細に
つきましては、APIC 事務局にご照会ください。

場  所

時  間
T E L：03-5577-2900
F A X：03-5577-2901
E-mail：apicinfo@apic.or.jp

お問い合わせ

■発行人
佐藤　嘉恭　（理事長）

■発行日
令和元年 7 月 1 日

■発行所
一般財団法人 国際協力推進協会
〒 101-0054
東京都千代田区神田錦町 3-15-6
名鉄不動産竹橋ビル 7 階
TEL : 03-5577-2900 / FAX : 03-5577-2901
MAIL : apicinfo@apic.or.jp

■編集
編集長		  芳賀　達也　（理事）
副編集長		 加藤　奈美
		  斉藤　拓馬
編集		  喜多　萌子
		  金原　弘恭
APIC インターン生	 稲村ほのか　（上智大学）
		  内海　風花　（国際基督教大学）
		  閻　　美倫　（東洋大学）
		  木村　規顧　（上智大学）
		  中田　都希　（上智大学）

ホテルオークラ東京　会議場

午前 8:30 ～ 10:00（朝食付き）


